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今月の紙面

データで知る帯広

人口▶166,093人
 （前月比－679人）

　男▶79,172人
　女▶86,921人
世帯▶87,612世帯
 （前月比－24世帯）

2件（前月比－1件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,050t
（前年同月比＋25t）

614t
（前年同月比－43t）

3月末の人口と世帯数

3月の火災発生件数

3月の家庭ごみ排出量

令和元年
（2019年）
令和元年
（2019年）
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毎週土・日・月曜日を中心
に、帯広競馬場でばんえい
競馬を開催中です。広報お
びひろ5月号を持ってお越し
ください。

椅子のほかにも、ここが変わった！
市民文化ホール
リニューアルした大ホールの
座席以外の改修ポイントを
紹介します

文化課
橋場係員

ゆとりある空間で
文化にふれる
　市民文化ホールの大ホールが、市内企業の協力で、より
居心地よく、安全に利用できる空間に生まれ変わりました。
　新しくなった椅子で、音楽や舞台公演を鑑賞しませんか。

文化課（市庁舎８階、☎65・4209）問い合わせ

　

平
成
元
年
１
月
10
日
の
開
館
以
来
、

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
市
民
文
化

ホ
ー
ル
は
、
今
年
１
月
に
開
館
30
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
の
年
に
、
六
花
亭
製
菓
株

式
会
社
様
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
、
大

ホ
ー
ル
の
客
席
椅
子
１
５
４
０
席
を
交

換
し
ま
し
た
。
ま
た
併
せ
て
、
ホ
ー
ル

の
利
便
性
・
安
全
性
向
上
の
た
め
の
改

修
も
行
い
ま
し
た
。

日
本
初
の
最
新
の
椅
子
を
導
入

　

日
本
で
初
導
入
と
な
る
新
し
い
椅
子

は
、
フ
ラ
ン
ス
製
で
、
木
質
部
分
が
多

く
木
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
ほ
か
、

従
来
の
座
席
よ
り
座
面
が
や
や
高
く
な

り
、
座
り
心
地
が
良
く
、
立
ち
座
り
も

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
と
出
会
い
、
発
信
す
る
場

　

５
月
２
日
（
国
民
の
休
日
）
か
ら
は
、

市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
複
数
の
会
場
で
、

第
38
回
お
び
ひ
ろ
市
民
芸
術
祭
（
詳
細

は
８
頁
参
照
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
文
化
ホ
ー
ル
は
、
皆
さ

ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
出
会
い
、
発

信
し
て
い
く
拠
点
施
設
と
し
て
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
や
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。
よ
り
居
心
地
よ
く
、
安
全
に
利

用
で
き
る
空
間
と
な
っ
た
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
ホ
ー
ル
が
装
い
新
た
に

改修の基本コンセプト
◉ 来場者の利便性・安全性のさらなる向上
◉ 高齢社会・ノーマライゼーション※社会に
　 合わせた改修

足元誘導灯を
更新！

車いす使用者用客席の増設

席を互い違いに配置
して見やすく

座席番号
表示の改善

② 見やすさ・分かりやすさ

③ バリアフリー

① 安全性

階段に暗闇で光る
蛍光式誘導ラインを導入

ステージに近い前方の席は、前列の席と
の重なりを軽減し、ステージが見やすく
なりました。

車いすで鑑賞できる
スペースを増やし、
体の不自由な人がよ
り鑑賞しやすくなり
ました。

ホールが暗い時でも
段差が分かりやすく

なりました。

※ノーマライゼーション　障害のある人もない人も、子どもも高齢者も、すべての人が平等に生活できる社会こそがノーマル（普通）であるという考え方。
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介
護
保
険
料
な
ど
を
軽
減

所
得
の
少
な
い
人
な
ど
が
対
象
　
市
独
自
の
軽
減
制
度

み
ん
な
で
支
え
合
う

介
護
保
険
制
度

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度

で
す
。
介
護
保
険
の
運
営
に
必
要
な
財

源
は
、
約
半
分
を
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん

が
負
担
す
る
保
険
料
で
、
残
り
を
公
費

で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

人
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
に
使
わ
れ
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
今
年
度
介
護
保
険

料
納
付
額
は
、
６
月
中
旬
に
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の

軽
減
申
請
の
受
け
付
け

軽
減
の
対
象
者

　

預
貯
金
な
ど
の
資
産
を
活
用
し
て
も

な
お
生
活
が
困
難
な
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

▼�

今
年
度
の
保
険
料
段
階
※
が
表
１
の

第
２
段
階
か
ら
第
５
段
階
に
な
る
見

　
所
得
が
少
な
く
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な
65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
人
を
対
象
に
し
た
、
帯
広
市
独
自

の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
課
（
市
庁
舎
１
階
、
介
護
保
険
料
は
管
理
係
、
☎
65
・
４
１
５
０
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
認
定

給
付
係
、
☎
65
・
４
１
５
１
）

問
い
合
わ
せ

込
み
の
人
で
、
平
成
30
年
中
の
世
帯

全
員
の
収
入
額
が
表
３
の
基
準
以
下

※�

今
年
度
の
保
険
料
段
階
が
決
ま
る
の

は
、
市
民
税
の
賦
課
状
況
が
確
定
す

る
６
月
で
す
。
受
付
期
間
内
に
は
保

険
料
段
階
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、

見
込
み
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

世
帯
１
人
当
た
り
の
平
成
30
年
中
の

収
入
額
が
、
老
齢
福
祉
年
金
相
当
額

の
39
万
９
３
０
０
円
以
下

５
月
７
日
㈫
か
ら
申
請
受
け
付
け

　

軽
減
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
介
護
保
険
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
期
間
内
に
申
請
し
て
軽
減
が
認

め
ら
れ
る
と
、
６
月
中
旬
に
お
知
ら
せ

す
る
保
険
料
が
軽
減
後
の
額
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
に
軽
減
が
認
め
ら
れ
た

人
に
は
、
受
付
開
始
日
前
に
申
請
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

受
付
期
間　

　

５
月
７
日
㈫
～
15
日
㈬
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

場
所　

　

介
護
保
険
課
（
市
庁
舎
１
階
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
印
鑑

②�

平
成
30
年
１
～
12
月
の
収
入
額
が
分

か
る
書
類
（
平
成
30
年
分
の
公
的
年

金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
遺
族
・
障

害
年
金
振
込
通
知
書
な
ど
）

③�

通
帳
と
届
け
出
印
（
納
付
書
で
納
め

て
い
る
人
で
軽
減
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
口
座
振
替
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
）

特
別
な
事
情
で
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合

　

介
護
保
険
に
は
、
保
険
料
の
減
免
と

納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
や
失
業
な
ど
で
著
し
い
収
入
の

減
少
が
あ
り
、
一
時
的
に
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
早
め
に

介
護
保
険
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

第
１
号
被
保
険
者
本
人
か
世
帯
の
生

計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
る
人
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
。

▼�

災
害
や
火
災
な
ど
で
家
財
に
著
し
い

損
害
を
受
け
た
と
き

▼�

死
亡
や
心
身
障
害
、
３
カ
月
以
上
の

長
期
入
院
に
よ
る
著
し
い
収
入
減
が

あ
っ
た
と
き

▼�

事
業
な
ど
の
休
廃
業
や
損
失
、
失
業

で
著
し
い
収
入
減
が
あ
っ
た
と
き

▼�

冷
害
な
ど
で
農
作
物
が
不
作
に
な
り

著
し
い
収
入
減
が
あ
っ
た
と
き

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

な
ど
の
軽
減
制
度

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
、
表
４
の
「
軽
減
さ
れ

る
た
め
の
条
件
」
に
す
べ
て
当
て
は
ま

る
人
は
、
申
請
す
る
と
利
用
料
な
ど
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
介
護
保
険
課
か
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
施
設
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
軽
減
が
必
要
な
人
の
印
鑑

②�

世
帯
全
員
の
平
成
29
年
１
月
～
12
月

の
収
入
が
分
か
る
書
類
（
平
成
29
年

分
の
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、

遺
族
・
障
害
年
金
、
恩
給
の
振
込
通

知
書
な
ど
）

③�

世
帯
全
員
の
預
金
通
帳
（
平
成
29
年

１
月
～
提
出
月
ま
で
の
内
容
が
記
帳

さ
れ
て
い
る
も
の
）、有
価
証
券
な
ど

・�上記「合計所得金額」は、税法上の合計所得金額から「分離譲渡所得の特別控
除」と「公的年金等に係る雑所得」を引いたものです。
・�世帯状況は、毎年4月1日時点（年度途中に65歳になる人、市外から転入された人
はその時点）が基準となります。
・第6段階以上（本人課税）の人は該当しません。
・�令和元年10月から実施の消費税率の引き上げに伴う介護保険制度改正により、表2
のとおり第1段階から第3段階の介護保険料が軽減されることになりました。

表１　保険料段階別の対象者と軽減対象者
保険料段階 対象者 軽減が該当になる場合

第１
段階

本
人
が
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
全
員
が
非
課
税

老齢福祉年金受給者または生活保護受
給者 世帯１人当たりの前年収

入額が老齢福祉年金相当
額の39万9300円以下本人の前年の合計所得金額と課税年金

収入額の合計が80万円以下の人

第２
段階

本人の前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が80万円を超え120万円以下の人

表３の合計収入の基準に
該当するか、世帯１人当
たりの前年収入額が老齢
福祉年金相当額の39万
9300円以下

第３
段階

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が120万円を超える人

第４
段階

世
帯
員
の
誰
か
が
課
税

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下の人

第５
段階

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円を超える人

表２　介護保険制度改正による軽減後の保険料

保険料段階
年額保険料

平成30年度 今年度 軽減額
第１段階 3万1270円 2万6060円 5210円
第２段階 4万7240円 4万3420円 3820円
第３段階 5万2110円 5万380円 1730円

・資産などにより軽減に該当しない場合があります。

表３　世帯全員の合計収入の基準
世帯区分 平成30年中の収入
単身世帯 130万円以下（入院か介護保険施設に入所している場合は110万円以下）
２人世帯 190万円以下
その他の世帯 上記に１人増えるごとに60万円を加えた額以下

表４　利用料などの軽減制度

軽減されるサービス 利用者負担分から
軽減される割合など 軽減されるための条件

１　在宅サービスの利用者負担軽減
▶訪問介護・通所介護
▶訪問入浴介護・訪問看護
▶（介護予防）訪問リハ・通所リハ
▶（介護予防）認知症対応型通所介護
▶（介護予防）小規模多機能型居宅介護
▶（介護予防）短期入所生活介護
▶（介護予防）短期入所療養介護
▶夜間対応型訪問介護
▶定期巡回・随時対応型訪問介護看護
▶看護小規模多機能型居宅介護
▶�総合事業によるサービスのうち、
訪問介護、通所介護、てだすけサ
ービス、つながりサービス

50％

＝内容＝

・利用料　

・食費　　

・滞在費　

①�世帯全員が市町村民税非課税

②�年間収入が単身世帯で150
万円以下
※�世帯１人増えるごとにプラ
ス50万円

③�預貯金の額が単身世帯で
350万円以下
※�世帯１人増えるごとにプラ
ス100万円

④�日常生活に供する資産以外
の資産を有していない

⑤�負担能力のある親族などに
扶養されていない

⑥�介護保険料を滞納していない

２　�施設サービスの利用者負担軽減
▶�特別養護老人ホーム
▶�地域密着型介護老人福祉施設

25％または
50％

☆�利用者の収入の状
況により軽減率が
決定します。

３　生活保護受給者の利用者負担軽減
▶介護老人福祉施設
▶地域密着型介護老人福祉施設
▶（介護予防）短期入所生活介護
▶（介護予防）小規模多機能型居宅介護
▶看護小規模多機能型居宅介護

50％または
100％

☆�利用する施設により
割合が異なります。

生活保護受給者
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随時申し込み可

２回目募集５月

６月

み
ん
な
で

銭
湯
へ
行
こ
う

ふ
れ
あ
い
銭
湯
の
日

６
月
か
ら
市
営
住
宅
の

随
時
募
集
を
開
始

急
な
入
居
希
望
に
も
対
応

　

市
内
の
各
銭
湯
で
は
、
み
ん
な
で
お

風
呂
に
入
っ
て
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
15

歳
以
下
の
子
ど
も
や
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
入
浴
料
が
お
得
な
「
ふ
れ
あ

い
銭
湯
の
日
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
銭
湯
の
日
」
を
行
う
銭

湯
、
営
業
時
間
は
表
１
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
銭
湯

（
子
ど
も
）
の
日

　

ふ
れ
あ
い
銭
湯
（
子
ど
も
）
の
日
は
、

保
護
者
同
伴
の
15
歳
以
下
の
子
ど
も
が

無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
入
浴
当
日
の

年
齢
が
15
歳
以
下
（
同
居
す
る
父
母
・

祖
父
母
が
同
伴
す
る
場
合
に
限
る
）

実
施
日　

銭
湯
ご
と
に
異
な
る
の
で
、

各
銭
湯
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る

も
の

※
入
浴
前
に
銭
湯
の
受
け
付
け
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
入
浴
後
に
提
示
し
て

も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
銭
湯

（
高
齢
者
）
の
日

　

ふ
れ
あ
い
銭
湯
（
高
齢
者
）
の
日
は
、

65
歳
以
上
の
人
が
月
に
１
回
2
0
0
円

入
居
機
会
を
拡
大
す
る
た
め

６
月
か
ら
随
時
募
集
を
開
始

　

現
在
、
市
営
住
宅
は
、
２
カ
月
に
一

度
、
奇
数
月
に
定
期
募
集
で
新
た
な
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
単
身
高
齢
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
単
身
者
住
宅
の
入
居
倍
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
一
方
、
複
数
人
世
帯
向

け
の
住
宅
で
は
応
募
が
無
い
住
宅
が
あ

る
な
ど
、
入
居
希
望
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
入
居
機
会
を

拡
大
す
る
た
め
、
６
月
か
ら
定
期
募
集

に
加
え
、
定
期
募
集
で
応
募
が
無
か
っ

た
住
宅
の
随
時
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

２
回
連
続
応
募
が
無
か
っ
た

住
宅
が
対
象

　

昨
年
度
よ
り
、
入
居
倍
率
の
改
善
と

空
き
部
屋
の
解
消
を
図
る
た
め
、
1
回

目
の
募
集
で
応
募
が
無
か
っ
た
複
数
人

世
帯
向
け
の
住
宅
は
、
２
回
目
の
募
集

で
単
身
者
で
も
入
居
で
き
る
よ
う
要
件

を
緩
和
し
て
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

随
時
募
集
の
対
象
住
宅
は
、
こ
う
し

た
２
回
の
募
集
を
経
て
も
な
お
、
入
居

希
望
者
が
い
な
い
住
宅
に
限
り
ま
す
。

入
居
の
申
し
込
み
は

６
月
３
日
㈪
９
時
か
ら

　

随
時
募
集
の
対
象
住
宅
は
、
５
月
下

旬
か
ら
住
宅
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

（
通
常
４
４
０
円
）
で
入
浴
で
き
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
入
浴
当
日
の

年
齢
が
65
歳
以
上

実
施
日　

９
月
と
２
月
を
除
く
毎
月
第

４
水
曜
日
（
表
２
）

持
ち
物　

住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る

も
の

※
入
浴
前
に
銭
湯
の
受
け
付
け
へ
提
示

ジ
で
案
内
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類
と
身
元
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

直
接
住
宅
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　

６
月
３
日
㈪
、
９
時
か
ら

申
し
込
み
は
先
着
順

　

申
し
込
み
は
先
着
順
で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、６
月
３
日
の
朝
９
時
に
、同
一

の
住
宅
に
対
し
て
、
複
数
の
希
望
者
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
場
で
抽
選
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
偶
数
月
の
最
初
の
開
庁

日
に
随
時
募
集
を
行
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
住
宅
は
、
前
月
下
旬
か
ら
住
宅
課

窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
追
加
案
内

し
、
６
月
と
同
様
の
方
法
で
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。
入
浴
後
に
提
示
し
て

も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）

住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
９
０
）

　
15
歳
以
下
の
子
ど
も
や
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
入
浴
料
が
お
得
な

日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

表1　ふれあい銭湯の日　実施銭湯

市営住宅　募集の考え方

表2　ふれあい銭湯（高齢者）の日

各銭湯の受付時間は、各銭湯に問い合わせください。

9月・2月は、北海道が行う銭湯がお得に利用で
きる制度があります。実施日や実施銭湯は市の
制度と異なるので、事前に各銭湯へ問い合わせ
ください。

実施：●　非実施：−

検 索帯広市��ふれあい銭湯

総
合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）
や
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
セ
ン
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

施設名 住所 営業時間 電話 子ども
の日

高齢者
の日

アサヒ湯 東3南14 13時〜23時 24・1933 ● ●

オベリベリ温泉��水光園 東10南5 11時〜23時 23・4700 ● ●

君乃湯温泉 西5南32 11時〜23時 48・2435 ● ●

光南温泉 東2南19 6時〜11時
14時〜23時 23・7353 ● ●

自由ヶ丘温泉 自由が丘4 10時30分〜25時 35・1126 ● ●

白樺温泉 白樺16西12 10時〜23時 36・2821 ● ●

天然温泉　たぬきの里 西5南15 12時〜24時 21・2683 ● ●

朋の湯温泉 西11南15 13時〜23時 24・1238 ● ●

柏林湯 柏林台南町7 16時〜21時 34・2378 ● ●

ひまわり温泉　森の郷 西11南32 11時〜23時（平日・祝日）
11時〜23時30分（土・日） 48・4238 ● −

やよい乃湯 西18南2 10時〜24時 66・4126 ● −

ローマノ福の湯 東9南12 11時〜23時 22・0456 ● ●

4月24日（水） 5月22日（水）

6月26日（水） 7月24日（水）

8月28日（水） 10月23日（水）

11月27日（水） 12月25日（水）

1月22日（水） 3月25日（水）

人数要件
を緩和

１回目募集
応募無し

【例】
３月

応募無し
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れ
か
に
当
た
る
人
は
無
料（
一
部
有
料
）

で
す
。
申
し
込
み
時
に
「
帯
広
市
の
が

ん
検
診
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

□�

帯
広
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
胃

内
視
鏡
検
査
は
２
６
０
０
円
）

□�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

□�

医
療
保
険
各
法
の
高
齢
受
給
者
証
所

持
者

□�

生
活
保
護
受
給
者

□�

受
診
日
現
在
の
市
民
税
が
世
帯
全
員

非
課
税
の
人

中
学
３
年
生
に
は

ピ
ロ
リ
菌
尿
中
抗
体
検
査

を
実
施
し
ま
す

　

胃
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
に
よ
る
も
の
と
分
か
っ
て
お
り
、

市
で
は
若
い
世
代
か
ら
が
ん
予
防
に
取

り
組
む
た
め
、
中
学
３
年
生
の
希
望
者

を
対
象
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
後
日
学
校
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
改
修
な
ど
で

税
金
が
減
額

固
定
資
産
税
の
減
額
・
減
免
制
度

受
け
て
安
心

が
ん
検
診

帯
広
市
が
ん
検
診
な
ど
の
ご
案
内

要
件
を
満
た
す
住
宅
改
修
で

税
金
が
減
額

　

住
宅
を
耐
震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
、
省
エ
ネ
改
修
し
た
場
合
、
要
件

を
満
た
す
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資
産

税
が
減
額
に
な
り
ま
す（
表
１
）。
な
お
、

都
市
計
画
税
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

が
ん
は
、
早
期
発
見
で
９
割
は
治
る

病
気
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
期
の
が
ん
に
は
、
痛
み
な
ど
の
自
覚

症
状
が
少
な
い
た
め
、
初
期
の
段
階
で

見
つ
け
る
に
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

帯
広
市
民
の
死
因
で
最
も
多
い
の
が

「
が
ん
」
で
す
。
早
期
発
見
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
少
な
い
費
用
で
受
け
ら
れ

る
市
の
各
種
検
診
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
の
健
康
保
険
に

関
わ
ら
ず
受
け
ら
れ
ま
す

　

市
で
は
６
種
類
の
が
ん
検
診
と
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
な
ど
を
実
施
し
て
い
て
、

年
齢
な
ど
条
件
に
合
う
市
民
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
受
診
で
き
ま
す
（
表
）。
帯
広

市
国
保
の
加
入
者
だ
け
で
な
く
、
社
会

保
険
の
加
入
者
も
対
象
で
す
。

　

市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
施
設

検
診
」と
、コ
ミ
セ
ン
や
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
受
け
る「
集
団
検
診
」が
あ
り
ま
す
。

「
施
設
検
診
」

医
療
機
関
で
受
診
（
随
時
）

　

実
施
医
療
機
関
は
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど

に
配
置
す
る
「
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
、
直
接
医
療
機
関

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

「
集
団
検
診
」

コ
ミ
セ
ン
で
受
診

　

日
程
は
４
月
中
旬
の
新
聞
折
り
込
み

申
請
は
工
事
終
了
後
３
カ
月
以
内
に

　

減
額
の
申
請
は
原
則
、
工
事
終
了
後

３
カ
月
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ
改
修

は
併
用
し
て
減
額
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
耐
震
改
修
は
他
の
改
修
と

併
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
が
ん

検
診
・
生
活
習
慣
病
検
診
の
ご
案
内
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
託

児
付
き
検
診
を
行
う
日
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

５
月
７
日
㈫
か
ら
、
釧
路

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
帯
広
出
張
所
（
☎

27
・
２
３
４
５
）
へ
。

検
診
料

　

検
診
料
の
自
己
負
担
分
は
表
の
通
り

で
す
。
市
が
助
成
し
、
自
己
負
担
分
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
次
の
い
ず

特
別
な
事
情
が
あ
る
と

税
金
が
減
免

　

表
２
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
土
地
や
建
物
お
よ
び
償
却
資
産

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
が
減
免
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た

も
の
や
既
に
納
付
さ
れ
た
も
の
は
、

減
免
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
減
免
の
条
件
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
資
産
は
、
減
免
事
由
消
滅

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

減
免
に
な
る
要
件
や
手
続
き
な
ど
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
産
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
３
）

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
１
）

　
固
定
資
産
税
は
、
要
件
を
満
た
す
住
宅
改
修
で
減
額
に
な
り
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
と
減
免
に
な
り
ま
す
。

　
が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
、
市
が
行
う
検
診
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
学
３
年
生
向
け
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

耐震改修 バリアフリー改修 省エネ改修

工
事
の
要
件

建築基準法の耐震基準
に適合する工事費用が
50万円を超える改修工
事

補助金などの額を除いた自
己負担額が50万円を超え
る、浴室改良や段差解消、
手すり設置などのバリアフ
リー改修工事

補助金などの額を除いた自
己負担額が50万円を超え
る、二重サッシ・複層ガラ
ス化などの窓の改修（必
須）や床・天井・壁の断熱
改修など省エネ基準に適合
する熱損失防止改修工事

対
象
と
な
る
住
宅

昭和57年1月1日以前に
建築された住宅

建築された日から10年以上
経過した住宅（ただし、改
修後の床面積が50平方メー
トル以上280平方メートル
以下）で、65歳以上か障害
のある人、介護保険の要介
護認定または要支援認定を
受けている人が住んでいる

平成20年1月1日以前に建築
された住宅（ただし、改修
後の床面積が50平方メート
ル以上280平方メートル以
下）

減
額
内
容

床面積120平方メートル
分を限度に固定資産税
の2分の1が減額（長期
優良住宅の認定を受け
ている場合は3分の2）

床面積100平方メートル分
を限度に固定資産税の3分
の1が減額

床面積120平方メートル分
を限度に固定資産税の3分
の1が減額（長期優良住宅
の認定を受けている場合は
3分の2）

減
額
期
間

工事完了の翌年度

表１　減額の対象となる改修と減額内容

対象資産 概　要

災害で滅失などした
固定資産

震災、風水害、火災、落雷などにより甚
大な被害を受けた場合、規定の割合に応
じ、減免の対象となる

貧困により公私の扶助
を受ける人の所有する
固定資産

生活保護法による扶助を受けている、ま
たはこれに準じた人が所有する固定資産
が減免の対象となる

公共または公益のために
利用されている固定資産

公共または公益のために利用されている
固定資産について、減免の対象となる

表２　減免の対象となる固定資産

表　がん検診の種類と対象者・検診料�

マイナンバーの記載について

　固定資産税の減額・減免
の申請書には、マイナン
バーの記載が必要です。申
請時には、マイナンバーの
確認と本人確認ができる書
類を提示してください。
（法人番号を記載した場合
は本人確認不要）

検�索帯広市��がん検診

※同じ年度内に、Ｘ線・内視鏡検査の両方は受けることができません。

　

詳
細
は
、
広
報
お
び
ひ
ろ
７
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８
月
か
ら
、
胃
が
ん
検
診
で

胃
内
視
鏡
検
査
が
始
ま
り
ま
す

検 診 名 検診内容
対象者

（年齢は令和2
年3月末現在）

検診料

集団検診 施設検診

胃 が ん
検 診

胃部X線検査 35歳以上 1100円
胃内視鏡検査
（8月から開始）

50歳以上
（偶数年齢）

3700円
国保2600円

肺 が ん
検 診

胸部X線検査
（必要時、さら
に痰
たん

の検査）
40歳以上

400円
（痰の検査
610円）

結核検診
胸部X線検査
（必要時、さら
に痰の検査）

15〜39歳 無料

大腸がん
検 診 便潜血検査 40歳以上 550円 1000円

前立腺がん
検 診 血液検査 50歳以上 600円 1000円

子宮がん
検 診

子宮頸部検査
（必要時、さら
に体部検査）

20歳以上
（偶数年齢）

1320円
（体部検査
500円）

1400円
（体部検査
900円）

乳 が ん
検 診

マンモグラフィ
検査（X線）

40歳以上
（偶数年齢）
の女性

40歳以上
2100円 2100円

50歳以上
1750円 1600円

肝 炎
ウイルス
検 診

血液検査
40歳以上で
過去に受診
していない人

B・C型
800円

B・C型
1200円

※

◀詳細やその他の
　減額・減免制度はこちら

検�索帯広市�固定資産税�減額
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図１　今年度の保険料の計算方法

図２　均等割軽減の見直し①

図３　均等割軽減の見直し②

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

見
直
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以

上
の
人
と
、
65
歳
か
ら
74
歳
の
う
ち
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
が
対
象
の
医
療
制

度
で
す
。

保
険
料
は
「
均
等
割
」
と
「
所
得
割
」

で
決
定

　

保
険
料
は
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
が

同
じ
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、

被
保
険
者
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
」
の
合
計
で
す
。

　

今
年
度
の
保
険
料
の
計
算
は
、
図
１

の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
の
軽
減
特
例
が

見
直
さ
れ
ま
し
た

　

高
齢
化
の
進
行
や
医
療
費
が
増
加
傾

向
と
な
る
中
、
世
代
間
に
お
け
る
負
担

の
公
平
の
観
点
な
ど
か
ら
、
均
等
割
の

軽
減
特
例
が
今
年
度
の
保
険
料
か
ら
見

直
さ
れ
ま
す
。

　

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
前
年
所
得
の

合
計
が
33
万
円
以
下
の
世
帯
で
、
被

保
険
者
全
員
が
所
得
０
円
（
年
金
収
入

80
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得
が
な

い
）
の
場
合
は
、
本
来
７
割
軽
減
の
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
は
特
例
と
し
て
９
割

軽
減
で
し
た
。
今
年
度
は
８
割
軽
減
と

な
り
、
令
和
2
年
度
以
降
は
本
来
の
７

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。（
図
２
）

　

ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
前
年

所
得
の
合
計
が
33
万
円
以
下
で
あ
る
世

帯
の
場
合
は
、
段
階
的
に
本
来
の
７
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年
度

は
、
激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
軽
減
措
置

が
取
ら
れ
、
平
成
30
年
度
と
同
様
に

8
・５
割
軽
減
が
継
続
さ
れ
ま
す
。（
図

３
）

介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化
や
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
の
支
給

　

年
金
収
入
な
ど
が
約
78
万
円
以
下
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
人
に
つ
い
て
は
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
や
介

護
保
険
料
の
軽
減
強
化
の
支
援
策
が
実

施
さ
れ
、
実
質
的
な
負
担
は
緩
和
さ
れ

ま
す
。

今
年
度
の
保
険
料

　

保
険
料
は
、
所
得
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
、
自
動
的
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。（
非
課
税
所
得
者
除
く
）

均
等
割
の
軽
減
範
囲
が
拡
大

　

今
年
度
か
ら
、
均
等
割
の
５
割
軽
減

と
２
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。（
表
１
）

　

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属
す
る
す
べ

て
の
被
保
険
者
の
合
計
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
均
等
割
が
軽
減
に
な
り

ま
す
。（
表
２
）

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の

均
等
割
軽
減
措
置
期
間
が
見
直
し

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
被
用
者
保
険
※
２
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
所
得
割
が
か
か
ら
ず
、
均

等
割
が
５
割
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
均
等
割
の
軽
減
に
つ
い
て
、

今
年
度
か
ら
は
、
制
度
加
入
か
ら
２
年

を
経
過
す
る
月
ま
で
の
期
間
の
み
軽
減

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
２　

被
用
者
保
険　

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

や
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
の
健
康
保
険
を
指
し
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
や
国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

保
険
料
額
は
７
月
に
通
知

　

今
年
度
の
保
険
料
額
と
納
め
方
は
、

７
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
７
月
以
降
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
人
は
、
加
入
し
た
月
の

翌
月
以
降
に
通
知
し
ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
０
）
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
１
・
２
９

０
・
５
６
０
１
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
が
見
直
さ
れ
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
均
等
割
９
割
軽
減
、
８・５
割
軽
減
の
人
の
軽
減
割
合
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
次
の
人
は
所
得
の
申
告
が
な
け
れ
ば
、

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。（
表
２
）

　

必
ず
、
国
保
課
に
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
収
入
が
な
い
人

▼
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
人

▼�

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
所
得
者

保
険
料
の
軽
減
に
所
得
の

申
告
が
必
要
な
方

均等割
【1人当たりの額】

5万205円
（軽減制度あり※1）

所得割
【平成30年中の所得

ー33万円】
×

10.59%

1年間の
保険料

（賦課限度額62万円）
（100円未満切り捨て）

＋ ＝

保険料率は、平成30年度と同様です。
※1　軽減制度は、図2および図3のように見直され、表2の通りとなります。

世帯主と被保険者の前年所得の合計が33万円以下の世帯で、被保険者全員が所得０円（年金収入
80万円以下で、その他の所得がない）の場合

世帯主と被保険者の前年所得の合計が33万円以下である世帯の場合

年額は今年度の保険料率を基に算出した額で、100円未満切り捨てです。

年額は今年度の保険料率を基に算出した額で、100円未満切り捨てです。

本来の納付額
（3割）

本則通りの場合

7割 軽減

年額　1万5000円
納付額（1割）

平成30年度まで

9割 軽減

年額　5000円

納付額（2割）

今年度

8割 軽減

年額　1万円

本来の納付額
（3割）

令和2年度から

7割 軽減

年額　1万5000円

本来の納付額
（3割）

本則通りの場合

7割�軽減

年額　1万5000円

納付額（1.5割）

平成30年度まで

8.5割 軽減

年額　7500円

納付額（1.5割）

今年度

8.5割 軽減

年額　7500円

納付額（2.25割）

令和2年度

7.75割 軽減

年額　1万1200円

本来の納付額
（3割）

令和3年度から

7割 軽減

年額　1万5000円

支援策に関する問い合わせ先
①介護保険料の負担軽減の強化（2頁表2を参照）
　▶介護保険課（市庁舎1階、☎65・4150）

②年金生活者支援給付金の支給（10月開始）
【支給要件】
　・65歳以上で、老齢基礎年金を受給している人
　・�前年の公的年金などの収入金額とその他の所得（給与所得や利子所得
など）との合計額が77万9300円以下

　・同一世帯の全員が市民税非課税
　▶ねんきんダイヤル（☎0570・05・1165）
　▶帯広年金事務所（西1南1、☎65・5002、音声案内�1番→2番）

世帯主と被保険者の前年所得の合計が
次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後の

均等割額
33万円かつ被保険者全員が所得0円

（年金収入80万円以下で、その他の所得がない）
8割 1万41円

33万円 8.5割 7530円

33万円＋（28万円×世帯の被保険者数） 5割 2万5102円

33万円＋（51万円×世帯の被保険者数） 2割 4万164円

軽減
割合 平成30年度

５割
33万円＋（27万5000円
×世帯の被保険者数）

２割
33万円＋（50万円
×世帯の被保険者数）

今年度から

33万円＋（28万円
×世帯の被保険者数）

33万円＋（51万円
×世帯の被保険者数）

表２　均等割の軽減

表１　均等割の軽減対象になる所得額の範囲拡大

65歳以上の公的年金所得分は、さらに15万円を限度に差し引いた額で判定します。
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野生動物に餌をあげないで　野生動物は、自然の中で生活を営んでいます。人から餌をもらうと人に慣れ、人家の近くで生活するようになりふん害などさま
ざまな被害が発生し、やむなく駆除されてしまいます。野生動物に、餌やりを行わないようにお願いします。問十勝総合振興局環境生活課（☎26・9028）

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
潜
む
危
険

カ
ラ
ス
・
ヒ
グ
マ
・
電
気
柵
に
関
す
る
注
意
点

春
先
の
カ
ラ
ス
に
注
意

　

カ
ラ
ス
は
本
来
攻
撃
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
春
先
か
ら
７
月
頃
は
子
育
て

時
期
の
た
め
、
巣
や
ひ
な
鳥
に
近
づ
く

人
を
遠
ざ
け
よ
う
と
、
威
嚇
行
動
を
と

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
図
）。
集
団
で

襲
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

威
嚇
さ
れ
な
い
た
め
に

・�

カ
ラ
ス
が
騒
い
で
い
た
ら
そ
の
場
を

避
け
る
、
ま
た
は
迂
回
す
る

・�

上
手
に
飛
べ
な
い
ひ
な
鳥
が
地
面
に

落
下
し
て
い
て
も
近
づ
か
な
い

威
嚇
行
動
か
ら
身
を
守
る

　

ど
う
し
て
も
巣
の
近
く
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
次
の
よ
う
に

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・�
カ
ラ
ス
は
後
頭
部
を
狙
う
の
で
、
帽

子
を
か
ぶ
る
、
傘
な
ど
で
頭
を
隠
す

・�

両
腕
を
真
っ
す
ぐ
上
げ
、
歩
い
て
そ

の
場
を
通
り
過
ぎ
る
（
翼
が
腕
に
当

た
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、

後
頭
部
を
蹴
る
こ
と
が
で
き
な
い
）

カ
ラ
ス
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

カ
ラ
ス
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る

・�

ペ
ッ
ト
に
与
え
た
餌
の
後
始
末
を
き

ち
ん
と
す
る

・
野
鳥
に
餌
を
や
ら
な
い

状
況
が
改
善
し
な
い
時
は

　

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
巣
を
取
り

除
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ス
の
巣

が
街
路
樹
や
電
柱
に
あ
る
場
合
は
、
各

管
理
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
表
）

　

巣
が
自
宅
の
庭
な
ど
の
私
有
地
に
あ

る
場
合
は
、
所
有
者
が
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
野
生
の
鳥
獣
や
卵
の
捕

獲
に
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
山
菜
採
り
は

ヒ
グ
マ
に
注
意

　

八
千
代
・
拓
成
・
岩
内
地
域
は
ヒ
グ

マ
の
生
息
域
と
な
っ
て
い
て
出
没
情
報

も
あ
り
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
市

　
レ
ジ
ャ
ー
や
山
菜
採
り
な
ど
、
外
で
の
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
界
に
暮
ら
す
鳥
獣
の
生
態
や
、
牧
場

な
ど
の
電
気
柵
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
で
、
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
4
1
7
3
）

問
い
合
わ
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
注
意
看
板
な
ど
で
ヒ

グ
マ
の
情
報
を
確
認
し
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
グ
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

　

ヒ
グ
マ
は
本
来
、
人
を
避
け
て
行
動

す
る
動
物
で
す
。
早
朝
や
夕
方
に
比
較

的
活
発
に
動
き
回
り
、
聴
力
や
嗅
覚
が

発
達
し
て
い
る
た
め
、ヒ
グ
マ
と
出
会
わ

な
い
よ
う
警
戒
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・�

日
の
出
、
日
没
時
の
薄
暗
い
時
間
帯
、

互
い
に
気
付
き
に
く
い
沢
沿
い
や
風

の
強
い
日
は
野
山
に
入
ら
な
い

・�

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
行
し
た
り
大
声
で
話
す
な
ど
、
ヒ

グ
マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・�

ヒ
グ
マ
の
ふ
ん
や
足
跡
、
獣
臭
な
ど

異
変
を
感
じ
た
ら
直
ち
に
引
き
返
す

ヒ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

　

人
が
出
す
生
ご
み
は
ヒ
グ
マ
に
と
っ

て
ご
ち
そ
う
で
す
。
一
度
そ
の
味
を
覚

え
た
ヒ
グ
マ
は
餌
を
求
め
て
人
里
に
現

れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
と
の
接
触
事
故

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
に
お
い
の
強
い
食
べ
物
は
持
た
な
い

・�

弁
当
や
飲
み
物
な
ど
、
食
べ
残
し
た

も
の
は
必
ず
持
ち
帰
る

※
土
中
に
埋
め
て
も
い
け
ま
せ
ん

・��

弁
当
や
お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

容
器
も
必
ず
持
ち
帰
る

そ
れ
で
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
と
き
に
、
身
を

守
る
確
実
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
こ
と
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・�

冷
静
に
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
「
落
ち
着
く
」

・�

大
声
を
上
げ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
る

な
ど
し
て
ヒ
グ
マ
を
刺
激
し
な
い

◆
距
離
が
あ
る
場
合

・
静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る

◆
距
離
が
近
い
場
合

・�

ヒ
グ
マ
の
目
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
後
退
す
る

・�

持
ち
物
が
あ
る
場
合
は
、
服
な
ど
を

そ
っ
と
置
く
（
ヒ
グ
マ
の
気
を
そ
ら

し
て
逃
げ
る
時
間
を
稼
ぐ
）

◆
至
近
距
離
の
場
合

・�

ゆ
っ
く
り
と
両
腕
を
上
げ
、
姿
を
大

き
く
見
せ
ゆ
っ
く
り
後
退
す
る

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
の
ほ
と
ん

ど
は
、
偶
発
的
な
遭
遇
に
よ
り
発
生
し

て
い
ま
す
。
ヒ
グ
マ
の
生
息
域
に
立
ち

入
れ
ば
誰
も
が
出
会
う
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
十
分
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　電気柵とは、畑地や牧
場などの周囲を特殊なワ
イヤーで囲い、高圧の電
流を流す柵です。
　電気刺激によって、野
生動物の侵入や家畜が敷
地外へ脱出することを防ぐ役割があります。

電気柵にむやみに近づかない
　畑地や牧場などには、電気柵が設置されていること
があります。感電する恐れがあるので、むやみに近づ
かないでください。

電気柵を設置している人は設置基準を確認
　電気柵は、人に対する危険防止のために、電気事業
法で設置基準が定められています。設置基準に基づい
て管理をお願いします。
・�認識しやすい位置と間隔、見やすい文字で、危険で
ある旨を表示する
・�出力電流が制限される電気柵用電源装置を使用する
・�30ボルト以上の電流から電気を供給する場合は、漏
電遮断装置を設置する
・�容易に操作できる箇所に専用の開閉器（スイッチ）
を設置する

感電注意さわるな！

「カッ、カッ、カッ」と
鳴きながら頭上を飛び
回ったり、近くで鳴く

卵やひな鳥がいる縄
張りから人が離れる
と威嚇をやめる

人のそばをかすめる
ように飛んだり、
人の頭部を足で蹴る
※カラスは体の構造上、
　飛びながらくちばしで
　つつくことはできません

カッ、カッ、カッ

それでも人が
立ち去らない場合…
それでも人が
立ち去らない場合…

ポイントポイント

電気柵に注意

両腕を真っすぐ上げて身を守る

巣の場所や状況で異なりますが
連携して対応します

◆公園内の樹木、街路樹など
　みどりの課（みどりと花のセンター）
　（緑ケ丘2、☎21・3172）
◆道路用地内の樹木など
　道路維持課（道路車両センター）
　（南町南6線46、☎48・2322）
◆河川敷地内の樹木など
　管理課（市庁舎6階、☎65・4177）

▽市以外
◆電柱にできた巣の撤去
　�各電柱についている管理番号を確認
し、各管理者に問い合わせください。

【その他カラスに関する相談】
◆ごみ対策やカラスの死骸など
　清掃事業課（西24北4、☎37・2311）
◆捕獲の許可・有害鳥獣駆除の相談
　農村振興課（市庁舎7階、☎65・4173）

図　カラスの威嚇行動の特徴

表   カラスの巣の相談窓口など



■7■ 広報おびひろ　令和元年５月号

ば
ん
え
い
振
興
室（
西
13
南
９
、
帯
広
競
馬
場
内
、
☎
34
・
０
８

２
５
）
問
い
合
わ
せ

ば
ん
え
い
十
勝
開
幕

世
界
唯
一
の
ば
ん
え
い
競
馬
を
楽
し
む

　
毎
週
土・日・月
曜
日
を
中
心
に
、帯
広
競
馬
場
で
ば
ん
え
い
競
馬
を

開
催
中
で
す
。
広
報
お
び
ひ
ろ
５
月
号
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ば
ん
え
い
十
勝
開
幕
の

お
知
ら
せ

　

４
月
27
日
㈯
よ
り
開
幕
す
る
今
年
度

の
ば
ん
え
い
十
勝
は
、「
ナ
イ
タ
ー
開

催
」
を
中
心
に
、
翌
年
３
月
24
日
㈫
ま

で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間

も
、
通
常
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
提
供

し
、
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
の
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
世
界
で
唯
一
の

ば
ん
え
い
競
馬
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
案
内

　

４
月
27
日
㈯
か
ら
翌
年
３
月
24
日
㈫

ま
で
の
、
毎
週
土
・
日
・
月
曜
日
（
年

末
年
始
な
ど
、
一
部
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

入
場
料　

１
０
０
円

開
幕
日
は
先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト
＆

騎
手
に
よ
る
お
出
迎
え

　

ば
ん
え
い
騎
手
ら
が
入
場
門
前
に
て

出
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
来
場
い
た
だ
い

た
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
先
着

１
０
０
０
人
に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

日
時　

４
月
27
日
㈯
、
10
時
〜
（
な
く

な
り
次
第
終
了
）

食
の
イ
ベ
ン
ト

「
う
ま
ち
か
」
の
お
知
ら
せ

　

例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
う

ま
ち
か
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
十

勝
の
お
い
し
い
「
食
」
が
集
合
し
、
こ

ど
も
縁
日
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
帯

広
競
馬
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ば
ん
え
い
十

勝
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
時　
４
月
27
日
㈯
〜
30
日（
国
休
）、10

時
〜
17
時（
29
日
、30
日
は
16
時
ま
で
）

検 索ばんえい十勝

配布期間：５月 27 日（月）まで

　本紙「広報おびひろ５月号」を持って来場し
た人に、「帯広競馬場ご招待券」をお渡しします。
　次回以降も、招待券を持参いただくと、入場料が無料に
なります。競馬場入場券売り場で本紙を提示してください。

広報おびひろ５月号を持って

帯広競馬場に行こう

食のイベントが楽しめる「うまちか」

レース発走時刻（予定）

開催区分 日程 発走時刻
第１レース 最終レース

ナ イ タ ー   4月27日〜11月25日 14時45分 20時45分
準ナイター 11月30日〜12月30日 14時15分 20時00分
デ イ 1月2日〜1月3日 11時30分 17時15分
薄 暮   1月4日〜3月24日 13時00分 19時00分

ゴールデンウイーク期間 日程 ばんえい競馬 イベント
開 催 日 4月27日〜30日、5月4日〜6日 〇 〇
非 開 催 日 5月1日〜5月3日 × ×
○日程や発走時刻は変更となる場合があります。
○�開門時間は、ばんえい十勝オフィシャルサイトなどで確認してください。
○�非開催日でも、帯広競馬場で他場開催分の発売を行っています。

め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
は
、
大
学
生
に
な
る
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
帯
広
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
な

く
、
自
転
車
で
行
け
る
範
囲
の
世
界
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
笑
い
話

で
す
が
、
大
学
に
進
学
す
る
時
、
帯
広

か
ら
札
幌
に
向
か
う
「
急
行
狩
勝
」
に

乗
ろ
う
と
し
て
、
切
符
の
買
い
方
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　

そ
の
た
め
か
、
就
職
の
際
は
、
海
外
、

未
知
の
世
界
に
つ
な
が
る
東
京
の
会
社

を
志
望
し
、
就
職
後
は
、
中
近
東
、
ア

フ
リ
カ
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
駐
在
、

そ
の
後
も
米
国
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
と
、
想
像
以
上
に
世
界
中

を
旅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
、
時
間
を
見
つ
け
て
美
術

館
や
教
会
な
ど
を
巡
り
、
観
光
名
所
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
所
に
も
行
き
ま
し
た
。

本
物
を
見
る
こ
と
で
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
一
方
で
、
が
っ

か
り
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
改
め

て
先
入
観
や
偏
見
に
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

旅
は
、
私
た
ち
の
感
性
を
刺
激
し
、

時
に
は
魂
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
出
会
い

や
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
日
常
の
仕
事
に
お
い
て
も
、

外
に
出
て
色
々
な
人
に
会
い
、
刺
激
を

受
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
視
点
に
気
付

い
た
り
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
考
え
る
と「
旅
」は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
に
で
も
存
在
し
て
い
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
真
の
発
見
の
旅
と
は
、
新
し
い
景

色
を
探
す
こ
と
で
は
な
い
。
新
し
い
目

で
見
る
こ
と
な
の
だ
。」
― 

フ
ラ
ン
ス

の
小
説
家
、
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト

の
言
葉
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
、
新
し
い
目
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
旅
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
大
10
連
休
と
言
わ
れ
る
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
。
旅
行
を
計
画

し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
海
外
旅
行
の
予
約
は
、
年

明
け
の
時
点
で
、
例
年
の
３
倍
を
超
え

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

海
外
旅
行
と
言
え
ば
、
30
年
ほ
ど
前
、

パ
リ
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
実
業

家
に
「
将
来
、
観
光
で
は
、
ど
の
国
も

日
本
に
は
勝
て
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。神
社
・

仏
閣
な
ど
を
含
め
、
西
洋
社
会
に
は
無

い
歴
史
・
文
化
と
、
世
界
一
の
治
安
と

衛
生
環
境
が
理
由
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

今
、
そ
の
言
葉
が
現
実
の
も
の
に
な
ろ

う
と
し
て
お
り
、
世
界
の
中
で
も
、
日

本
へ
の
観
光
客
数
は
、
こ
こ
に
来
て
急

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
を
巡
る
、
お
い
し
い
食
事
を

楽
し
む
、
文
化
・
歴
史
に
触
れ
る
、
ゆ
っ

く
り
と
流
れ
る
時
間
を
過
ご
す
。
旅
の

目
的
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
皆
、
い
わ
ゆ
る
「
非
日
常
」
を
求

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

旅する理由

おびひろ
夢かなうまち
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イ
ベ
ン
ト

第
61
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
、

お
は
な
し
会
や
展
示
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
図

書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）

◆
ら
く
ご
絵
本
の
お
は
な
し
会

　

ら
く
ご
絵
本
ば
か
り
の
お
は
な
し
会
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。

日
５
月
２
日
（
国
休
）、
13
時
30
分
〜

14
時

◆
親
子
で
行
く
！
図
書
館
の
書
庫
探
検

ツ
ア
ー

　

普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
図

書
館
の
書
庫
や
裏
側
を
探
検
す
る
。

日
５
月
３
日
㈷
、
10
時
30
分
〜
11
時
40

分対
小
学
生
〜
高
校
生
と
保
護
者

定
先
着
10
組
20
人

◆
移
動
図
書
館
バ
ス
「
ナ
ウ
マ
ン
号
」

ｉ
ｎ
児
童
会
館

　
「
ナ
ウ
マ
ン
号
」
が
児
童
会
館
に
行

き
、
図
書
の
貸
し
出
し
と
お
は
な
し
会

を
行
う
。

日
５
月
４
日
㈷
、
10
時
〜
12
時

場
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う　

コ
マ
ま
わ
し
大

会
　

簡
単
な
工
作
で
コ
マ
を
作
り
、
対
戦

し
て
遊
ぶ
。

対
年
長
児
に
当
た
る
幼
児
〜
小
学
生

日
５
月
６
日

（振）
、
10
時
30
分
〜
11
時
30

分◆
手
作
り
☆
布
の
絵
本
＆
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
展

・
布
の
絵
本
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
展
示

日
５
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰
、
10
時
30
分

〜
16
時

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
お
は
な
し
会

日
５
月
12
日
㈰
、
11
時
〜
11
時
30
分

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
第
３
７
０
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
木
管
五
重
奏
の
響
き　

Ｇ
・
Ｗ
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
Ｈホ

ッ

ト
Ｏ
Ｔ
に

よ
る
、
木
管
五
重
奏
の
演
奏
会
。

日
５
月
１
日
㈷
、
18
時
30
分
〜
19
時
30

分◆
第
３
７
１
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
Ｍム

ジ

カ

ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ　

Ｓス

パ

ー

ツ

ィ

オ

ｐ
ａ
ｚ
ｉ
ｏ　

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ　

Ｓ
ｐ
ａ
ｚ
ｉ
ｏ
に

よ
る
、
歌
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
。

日
５
月
18
日
㈯
、
17
時
30
分
〜
18
時
30

分◆
第
３
７
２
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
か
ら
ペ
レ
ス
プ
ラ
ー

ド
ま
で
♪
」

　

帯
広
を
拠
点
に
50
年
以
上
活
動
を
続

け
て
い
る
、
ジ
ャ
ズ
＆
ラ
テ
ン
ビ
ッ
ク

バ
ン
ド
「
ち
ば
よ
し
お
＆
ノ
ー
チ
ェ
・

ア
ミ
ー
ゴ
」
に
よ
る
演
奏
会
。

日
５
月
26
日
㈰
、
18
時
30
分
〜
20
時

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
４
月
25
日
㈭
〜
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー

む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２
０

０
）
へ
。

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
〜
春
〜

　

第
２
柏
林
台
川
周
辺
の
森
を
歩
き
、

春
の
花
を
観
察
す
る
。

日
５
月
12
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
20
人

◆
森
の
寺
子
屋
〜
川
の
巻
〜

　

第
２
柏
林
台
川
の
探
検
や
、
川
の
生

き
物
調
べ
な
ど
に
挑
戦
す
る
。

対
小
学
生

日
５
月
25
日
㈯
、
10
時
〜
15
時

定
先
着
15
人

￥
３
０
０
円

◆
森
づ
く
り
の
集
い

　
「
帯
広
の
森
」
を
育
て
て
い
く
た
め

に
、
市
民
や
森
の
活
動
団
体
が
集
い
、

外
来
種
の
伐
採
や
抜
き
取
り
な
ど
、
簡

単
に
で
き
る
森
づ
く
り
作
業
を
行
う
。

日
５
月
26
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
30
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
鳥
編
）

　

岡
野
香き
ょ
う
こ子
氏
（
い
た
だ
き
ま
す
カ
ン

パ
ニ
ー
）
を
講
師
に
、
身
近
な
野
鳥
の

観
察
手
法
な
ど
を
学
ぶ
。

日
６
月
２
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
10
人

◆
水
辺
の
野
鳥
観
察
会

　

発
祥
の
地
公
園
周
辺
の
川
沿
い
で
、

野
鳥
を
観
察
す
る
。

日
６
月
２
日
㈰
、13
時
30
分
〜
15
時
30

分定
先
着
15
人

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ブ

ラ
ジ
ル
）

　

歌
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
遊
び
の
場
。

　

今
回
は
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
成
田
カ
レ

ン
氏
が
、
遊
び
、
歌
・
ダ
ン
ス
、
工
作

を
行
う
。

対
未
就
学
児
と
保
護
者
。
兄
姉
も
参
加

可
能

日
５
月
18
日
㈯
、
10
時
〜
11
時
30
分

◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ー
ク

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
：
日
系
人
ｉ
ｎ
ア

メ
リ
カ
）

　

ア
メ
リ
カ
出
身
の
外
国
語
指
導
助
手

が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
面
白
い
部
分

や
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
系
人
の
現
状
、

生
活
な
ど
を
紹
介
。
参
加
者
と
英
語
の

ク
イ
ズ
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
う
。

対
中
学
生
以
上

日
５
月
18
日
㈯
、
18
時
30
分
〜
20
時

清
掃
事
業
課
の
イ
ベ
ン
ト

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載がない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お 知らせ
５月

帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

第38回 おびひろ市民芸術祭
　文化団体や個人が、日頃の練習や創作の成果を発表する「おびひろ市民芸術祭」を、市民
文化ホール、とかちプラザ、市民ギャラリーで開催します。
問市民文化ホール（西５南 11、☎23・8111）

＜市民文化ホール会場（西５南11）＞
催事名 日時など

サウンド・ストリーム 5月3日（祝）、13時～

洋舞合同フェスティバル 5月4日（祝）、15時～
￥500円（入場料）

舞の響
きょうえん

演フェスティバル 5月6日（振）、13時～
演劇フェスティバル 5月6日（振）、15時～
＜とかちプラザ会場（西４南13）＞

催事名 日時など

団体合同展 P
パ ー ト
art１・P

パ ー ト
art２

5月2日（国休）～6日（振）
10時～18時

（最終日は16時まで）
音の響演フェスティバル 5月4日（祝）、13時～
平成30年度帯広市文化賞等
受賞記念及び歴代受賞者公演 5月6日（振）、14時～

茶会

5月6日（振）
10時～15時

（受付9時30分～14時30分）
￥2席で700円

（当日券1席400円）

＜市民ギャラリー会場（西２南12）＞
催事名 日時など

団体合同展 P
パ ー ト
art3

5月2日（国休）～7日（火）
10時～18時

（最終日は16時まで）

団体合同展 P
パ ー ト
art4

5月9日（木）～14日（火）
10時～18時

（最終日は16時まで）
帯広市文化賞等歴代受賞者展

5月16日（木）～21日（火）
10時～18時

（最終日は16時まで）

平成30年度帯広市文化賞等
受賞記念展
藤原千

かず
也
や

展
「ふたたび生成の内に」
A
アート

rtの可能性！
私の作品展 5月23日（木）～28日（火）

10時～18時
（最終日は16時まで）

イラスト・ギャラリー
私の作品展＜映像＞

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み
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◆
春
の
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

パ
ネ
ル
や
、
カ
ラ
ス
よ
け
サ
ー
ク
ル
の

展
示
を
行
う
。

日
５
月
21
日
㈫
〜
23
日
㈭
、
10
時
〜
17

時場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

◆
環
境
見
学
会

　

ご
み
処
理
・
再
資
源
化
施
設
を
見
学

す
る
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。
バ
ス
で

移
動
。

対
市
内
在
住
者

日
６
月
３
日
㈪
、
９
時
〜
12
時

場
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
西
24
北
４
）、

十
勝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
西
23
北
４
）

定
先
着
20
人

申
５
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
清
掃
事
業
課
へ
。

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、児
童

会
館（
緑
ケ
丘
２
、☎
24
・
２
４
３
４
）

◆
こ
ど
も
ウ
イ
ー
ク
お
び
ひ
ろ
２
０
１

９
　

日
替
わ
り
で
家
族
や
友
達
と
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
幼
児
、
小
学
校

低
学
年
は
保
護
者
同
伴
。

日
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷
、
10
時
〜
15

時◆
星
の
観
察
会
「
月
と
春
の
星
座
を
み

よ
う
〜
ク
レ
ー
タ
ー
を
み
よ
う
！
〜
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
５
月
10
日
㈮
、
18
時
45
分
〜
20
時
30

分◆
野
草
園 

春
の
散
策
会

　

野
草
園
運
営
委
員
の
案
内
で
、
春
の

園
内
を
散
策
す
る
。

日
５
月
11
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

場
野
草
園
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
５
月
11
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
５
月
12
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
５
月
18
日
㈯
、
14
時
〜
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
Ｖ
Ｒ
と
視
覚

の
不
思
議
を
体
験
し
よ
う
」

　

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
面
白
い

実
験
、
楽
し
い
科
学
遊
び
を
行
う
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
５
月
19
日
㈰
、
①
13
時
30
分
〜
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
〜
15
時
40
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
モ
モ
ン
ガ
グ

ラ
イ
ダ
ー
」

　

紙
と
ス
ト
ロ
ー
、
ク
リ
ッ
プ
で
モ
モ

ン
ガ
型
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
作
り
飛
ば
す
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
５
月
25
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
11
時
30

分定
先
着
50
人

岩
内
自
然
の
村

「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
」

　

親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
農
作
業
体
験
を
し
、
自
然
に
親
し

む
。

対
す
べ
て
の
日
程
に
参
加
で
き
る
親
子

日
▽
種
ま
き
５
月
18
日
㈯
▽
草
取
り
７

月
６
日
㈯
か
７
日
㈰
、
８
月
３
日
㈯
か

４
日
㈰
▽
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
８
月
下

旬
か
ら
９
月
中
旬
▽
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

９
月
７
日
㈯
、
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時

場
須
田
農
園
（
岩
内
町
西
１
線
58
）

定
先
着
10
組

申
問
５
月
１
日
㈷
〜
10
日
㈮
ま
で
に
、

郵
便
は
が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
岩
内
自
然
の
村

指
定
管
理
者 

日
東
美
装
興
業
（
〒
080
・

0013
西
３
条
南
15
丁
目
11
、
☎
24
・
２
７

０
０
）
へ
。

担
当
課
児
童
会
館

み
ど
り
と
花
の
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９

　

緑
に
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

（
天
候
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
行
事
あ

り
）

日
５
月
11
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
13
時

場
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ
丘

２
）

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
６
）、
当
日
は
み
ど
り
と

花
の
セ
ン
タ
ー
（
☎
21
・
３
１
７
２
）

◆
み
ど
り
と
花
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

時
間
９
時
30
分
〜
12
時
。
売
り
切
れ
次

第
終
了

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

出
品
で
き
る
も
の
は
、
花
や
ハ
ー
ブ
、

樹
木
、
園
芸
用
品
な
ど
、「
み
ど
り
と

花
」
に
関
す
る
も
の
限
定
。

定
先
着
40
組

申
５
月
８
日
㈬
ま
で
に
、
み
ど
り
の
課

へ
。

◆
親
子
で
作
ろ
う
！
タ
ネ
だ
ん
ご

　

花
の
種
と
肥
料
で
団
子
を
作
る
。

時
間
10
時
〜
12
時
30
分

◆
鳥
の
目
線
で
街
を
見
て
み
よ
う
！

　

樹
木
を
剪せ
ん

定て
い

す
る
高
所
作
業
車
に

乗
っ
て
、
鳥
の
目
線
で
街
を
見
る
。

◆
木
の
作
品
づ
く
り

　

木
の
実
や
枝
、
木
材
を
使
っ
た
工
作
。

◆
木
育
教
室

　

木
板
を
使
用
し
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
作
る
。

◆
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ

　

ハ
ー
ブ
の
お
茶
が
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
。

◆
み
ど
り
と
花
の
ク
イ
ズ

　

会
場
内
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
、
花
や

樹
木
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
く
。

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
景
品
が
も
ら
え
る
。

◆
落
ち
葉
腐
葉
土
の
作
り
方
展
示

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
一
つ
以
上
参
加
し

た
先
着
２
０
０
人
に
、
落
ち
葉
腐
葉
土

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
１
人
１
袋
ま
で
）

◆
み
ど
り
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

緑
の
健
康
診
断
員
が
、
花
や
樹
木
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。

◆
パ
ネ
ル
展
示

　

緑
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
を
展
示
。

日
５
月
11
日
㈯
〜
18
日
㈯

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど

で
販
売
。

場
問
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
、

☎
23
・
８
１
１
１
）

◆
ら
く
ご
Ｄ
デ
Ｅ
全
国
ツ
ア
ー　

ｖ
ｏ

ｌ
・
７　

春
風
亭
一
之
輔
の
ド
ッ
サ
り

ま
わ
る
ぜ
２
０
１
９

　

高
座
姿
の
き
れ
い
さ
と
、
そ
の
口
跡

の
爽
や
か
さ
が
魅
力
の
、
新
進
気
鋭
の

噺
は
な
し
家
に
よ
る
落
語
。

日
６
月
24
日
㈪
、
18
時
30
分
〜
21
時

￥
全
席
指
定
。
前
売
り
券
３
６
０
０
円

（
当
日
３
９
０
０
円
）

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
演
奏
会　

帯
広
公

演
　

国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

や
マ
ー
ラ
ー
の
楽
曲
を
演
奏
。

日
７
月
８
日
㈪
、
19
時
〜
21
時

￥
全
席
指
定
。
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
Ａ

席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
、

Ｃ
席
３
０
０
０
円
、
Ｄ
席
２
０
０
０
円
。

Ｃ
席
と
Ｄ
席
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
み

の
販
売
。
車
い
す
席
の
希
望
者
は
市
民

文
化
ホ
ー
ル
へ
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

講
座
・
教
室

初
め
て
の
パ
ン
と
ケ
ー
キ
作
り

教
室
（
３
カ
月
コ
ー
ス
）

　

全
３
回
の
講
習
で
、
お
い
し
い
パ
ン

と
ケ
ー
キ
の
作
り
方
を
学
ぶ
。

日
５
月
17
日
㈮
、
６
月
21
日
㈮
、
７
月

19
日
㈮
、
全
３
回
、
10
時
〜
12
時
30
分

定
抽
選
10
人

￥
６
４
８
０
円

場
申
問
５
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
８

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
都
市
農
村

交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472

西
22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９

５
）
へ
。

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
員
養
成

講
習
会

　

健
康
増
進
の
知
識
や
、
高
齢
者
の
支

援
・
自
立
に
役
立
つ
看
護
技
術
を
学
ぶ
。

対
15
歳
以
上

日
５
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰
、
全
２
回
、

９
時
〜
17
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
９
０
０
円

申
問
５
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
社

会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４

６
）
へ
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
会

　

自
動
車
の
運
転
技
術
や
適
性
な
ど
を

確
認
す
る
。

対
市
内
在
住
の
運
転
免
許
を
持
つ
65
歳

以
上
で
、
自
家
用
車
の
持
ち
込
み
が
で

き
る
人

日
５
月
18
日
㈯
、
９
時
〜
12
時

場
お
び
ひ
ろ
自
動
車
学
校（
緑
ケ
丘
９
）

定
先
着
35
人

申
問
５
月
７
日
㈫
〜
15
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）
へ
。

環
境
学
習
会

　

広
尾
町
海
洋
博
物
館
を
視
察
し
、
自

然
や
歴
史
、
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

バ
ス
学
習
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
６
月
１
日
㈯
、
９
時
〜
15
時

定
先
着
30
人

￥
高
校
生
以
上
３
７
０
円
、
小
・
中
学

生
２
２
０
円

申
問
５
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

図
書
館
ツ
ア
コ
ン
養
成
講
習
会

　

施
設
見
学
で
平
日
に
図
書
館
を
訪
れ

る
児
童
生
徒
へ
の
、
館
内
案
内
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
人

日
６
月
13
日
㈭
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
先
着
20
人

場
申
問
５
月
10
日
㈮
〜
６
月
７
日
㈮

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
図
書
館

（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

サイエンスショーの様子

さまざまなイベントで緑に触れ合おう

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ



■10■広報おびひろ　令和元年５月号

市内公設パークゴルフ場は４月 27 日（土）からオープン　残雪や芝の状態などで、オープン日を変更する場合があります。　問スポーツ振興室（市庁
舎８階、☎65・4210）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

超
初
級
タ
イ
語
教
室

　
「
こ
ん
に
ち
は
」
か
ら
始
め
る
、
旅

行
で
も
役
立
つ
タ
イ
語
の
日
常
会
話
を
、

日
本
語
で
分
か
り
や
す
く
教
え
る
。

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

日
６
月
１
日
〜
29
日
の
毎
週
土
曜
日
、

10
時
〜
11
時
30
分

定
抽
選
10
人
（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

場
申
問
５
月
３
日
㈷
〜
17
日
㈮
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
、
Ｆ
34
・
０
１
６
５
、

tirc@
city.obihiro.hokkaido.jp

）へ
。

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
場
①
５
月
９
日
㈭
、
消
防
庁
舎
（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈰
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
③
６
月
９
日
㈰
、
消
防
庁

舎
（
西
６
南
６
）、
④
19
日
㈬
、
南
出

張
所
（
西
17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時

30
分
〜
16
時
30
分

定
①
③
先
着
50
人
、
②
④
先
着
30
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
①
５
月
２
日（
国
休
）ま
で
に
、②

５
月
12
日
㈰
ま
で
に
、③
６
月
２
日
㈰

ま
で
に
、④
６
月
12
日
㈬
ま
で
に
、帯
広

消
防
署
救
急
課（
西
６
南
６
、消
防
庁
舎

１
階
、☎
26
・
９
１
３
２
）へ
。

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、百
年

記
念
館（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
千
島
ア
イ
ヌ
に
関
す

る
近
年
調
査
し
た
資
料
に
つ
い
て
」

　

猪
熊
樹し
げ

人と

氏
（
根
室
市
歴
史
と
自
然

の
資
料
館
学
芸
員
）
が
、
近
年
調
査
さ

れ
た
資
料
を
踏
ま
え
て
千
島
ア
イ
ヌ
の

歴
史
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

日
５
月
25
日
㈯
、
14
時
〜
16
時

◆
博
物
館
で
学
ぶ
連
続
講
座
「
地
質
講

座
〜
道
東
の
成
り
立
ち
を
探
る
〜
」

　

道
東
の
成
り
立
ち
を
探
る
地
質
巡
検

を
テ
ー
マ
に
学
ぶ
、
バ
ス
巡
検
４
回
と

座
学
２
回
。
百
年
記
念
館
集
合
、
解
散
。

・
座
学

日
５
月
26
日
㈰
、
11
月
17
日
㈰
、
い
ず

れ
も
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
バ
ス
巡
検

日
６
月
22
日
㈯
、
７
月
20
日
㈯
、
９
月

14
日
㈯
、
10
月
12
日
㈯
、
い
ず
れ
も
9

時
15
分
〜
16
時
30
分

定
抽
選
25
人

￥
５
０
０
０
円

申
５
月
１
日
㈷
〜
９
日
㈭
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
百
年
記
念
館
へ
。

１
通
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
能
。

◆
夜
間
陶
芸
講
座

　

講
師
は
砂
田
佐
登
美
氏
（
陶
芸
家
）。

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心
者

日
６
月
４
日
〜
10
月
の
毎
月
第
１
・
３

火
・
水
曜
日
、
全
18
回
、
18
時
30
分
〜

21
時
30
分

定
抽
選
36
人

￥
８
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費
）

申
５
月
１
日
㈷
〜
19
日
㈰
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
百
年
記
念
館
へ
。

◆
郷
土
学
習
バ
ス
見
学
会
「
十
勝
海
岸

の
遺
跡
と
自
然
を
め
ぐ
る
」

　

十
勝
ホ
ロ
カ
ヤ
ン
ト
ー
竪
穴
群
や
、

十
勝
太
遺
跡
群
な
ど
十
勝
海
岸
の
遺
跡

と
自
然
を
巡
る
バ
ス
見
学
。
百
年
記
念

タイ出身の交流員が教えます

渡部愛
まな

女流王位が地元で初の防衛戦

担当課文化課

将棋・第３０期女流王位戦　第２局
５月８日（水） とかちプラザ

対局会場には入れません

渡部  愛 女流王位 里美 香奈 女流四冠

大盤解説会を開催
　対局の様子や指し手を、プロ棋士が分かりやすく
解説します。扇子など記念グッズが当たる、お楽し
み抽選会も実施。
日５月８日（水）、15 時〜対局終了まで（最長で 20 時まで）
場とかちプラザ レインボーホール（西 4 南 13）
定先着 350 人
問北海道新聞事業センター（☎011・210・5731）

帯広
出身

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員（費用）

第３集
「帯広駅の歴史と交通体系の

変遷〜鉄道中心の交通から空
港・高速自動車道路の発展〜」

嶺
みね

野
の

 侑
すすむ

氏（元帯広市議会議長）
５月 15 日（水）
18 時 30 分〜 20 時

先着
150 人帯広駅の歴史のほか、移動の手段、鉄道・

航空機・高速自動車道路の歴史を振り返る。

特別講座
【わかば会合同学習会連携】

「地域農業と JA の役割」

芦川 秀樹氏
（芽室町農業協同組合 企画特販部長）

５月 16 日（木）
10 時〜 11 時 30 分

先着
50 人

JA めむろがこれまで行ってきた取り組みを
通して、食文化の変化やこれからの展望に
ついて考える。
場市民文化ホール（西５南 11）

第４集
【３回講座】

「人生 100 年時代・AI 時代
に備える、私づくりの

アンテナを磨く（前期）」

とかちシニアサポート協会
１回目：佐藤 ゆかり氏、２回目：柳谷 繁
美氏、３回目：喜多 早苗氏

１回目 ：５月 16 日（木）
２回目 ：６月４日（火）
３回目 ：６月 25 日（火）
いずれも 18 時 30 分
〜 20 時

先着
50 人
￥500 円

（３回分）
これからの時代変化を捉え、自分らしい学
びと職を探る。１回目はシニアライフカウ
ンセラー、２回目は後見人、３回目は介護。

第５集
「食べる事！人生 100 年

時代を生きる」

平川 浩司氏
（明治北日本支社札幌オフィス企画管理部

コミュニケーション課 課長） ５月 22 日（水）
18 時 30 分〜 20 時

先着
50 人

健康寿命を延ばすために欠かせない「食べ
る事」を学ぶ。

第６集
【消費者講座連携】

「食と健康〜今、知って
おきたい添加物の話〜」

岡田 五十鈴氏
（食と自然の学校 食

ク ラ ア イ ナ

’ai 菜 代表） ５月 24 日（金）
10 時〜 11 時 30 分

先着
150 人毎日の食事と切り離せない添加物について

知り、体に良い食べ物の選び方を学ぶ。

市民大学講座
場特に記載がない場合は、とかちプラザ（西４南 13）
申問各開催日の前日までに、生涯学習課（市庁舎８階、☎65・4192）へ。
未就学児（２歳以上）の託児希望は、各開催日の一週間前までに申し込み。

昨年の大盤解説会（札幌市）

▲ �どうしん電子版で
対局の模様を中継
します。

対  局
９時開始

大盤解説会 15時開始
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4月20日～ 5月19日の期間に予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の対象、日時、定員、費用、申し込み期限などの
詳細は各施設に問い合わせるか、帯広市文化スポーツ振興
財団のホームページ、または総合案内（市庁舎１階）、各ス
ポーツ施設、各コミセンに配置している生涯学習情報誌「ま
なびや」で確認してください。

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
❶ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP http://obihiro-foundation.jp/ 
❷直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
❸往復はがき…………「申込時の記載事項」（８頁）を記入

▲詳細はこちら

開催施設 開催月 講座・教室名 対象者

総合
体育館

6〜7月 卓球教室（１回目） 16歳以上の人

6〜9月 ナイトヨガ（１回目） 16歳以上の人

帯広の森
体育館

6月 みんなで楽しくリトミック教室
（1・2歳） 1、2歳児と保護者

6〜7月 Q
キューレン

-Renボディメンテナンス骨盤体操 16歳以上の人

7〜10月 硬式テニス教室
場すぱーく帯広（南町南9線） 16歳以上の人

帯広の森
市民プール

6〜7月 年少児水泳教室（1回目） 幼稚園・保育所の
年少児に当たる幼児

6〜7月 ピラティス（2回目） 16歳以上の人

6〜7月 ベビースイミング（2回目） 6カ月〜1歳11カ月まで
の幼児とその保護者

6〜7月 ボディメンテサイズ　〜メンテナ
ンス＋エクササイズ〜（1回目） 16歳以上の人

6〜7月 アクア美
ビューティー

UT（1回目） 16歳以上の人

6〜7月 めだか水泳教室（2回目） 小学生の初心者

6〜7月 楽しく水中運動教室（1回目） 16歳以上の人

6〜10月 めだかUP 小学４〜６年生

明治北海道
十勝オーバル

6月 朝ヨガ① 16歳以上の人

6月 B
ブ ラ ッ ク

lack ヨガ① 16歳以上の女性

6〜8月 ピラティス 16歳以上の人

帯広の森
陸上競技場 5月 幼児と児童の走り方教室

場明治北海道十勝オーバル

幼 稚 園・ 保 育 所 の 年
中・ 年 長 児 に 当 た る
幼児〜小学3年生

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

館
集
合
、
解
散
。
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
。

日
６
月
８
日
㈯
、
９
時
15
分
〜
16
時
30

分定
抽
選
30
人

￥
１
０
０
円

申
５
月
７
日
㈫
〜
14
日
㈫
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
百
年
記
念
館
へ
。

１
通
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
能
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り

体
験
研
修

定
❶
❸
各
先
着
10
人
、
❷
先
着
20
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話

で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千

代
町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

❶
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
５
月
18
日
㈯
〜
19
日
㈰
、
②
６
月

１
日
㈯
〜
２
日
㈰
、
い
ず
れ
も
１
日
目

は
10
時
〜
16
時
、
２
日
目
は
10
時
〜
10

時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
５
月
10
日
㈮
、
②
24
日
㈮

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修（
約
２
５
０
グ
ラ
ム
）

日
５
月
26
日
㈰
、
10
時
〜
14
時

￥
１
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
17
日
㈮

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
６
月
９
日
㈰
、
10
時
〜
14
時

￥
２
２
０
０
円

申
込
期
限
５
月
31
日
㈮

健
康
・
福
祉

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２

２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
〜
13
時
15
分
。

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
30
年
11
月
生
ま
れ

日
５
月
８
日
㈬
、
22
日
㈬
、
29
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
29
年
10
月
生
ま
れ

日
５
月
16
日
㈭
、
21
日
㈫
、
30
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
28
年
４
月
生
ま
れ

日
５
月
９
日
㈭
、
14
日
㈫
、
23
日
㈭

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
相
談
会

　

妊
娠
中
の
人
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児

中
の
母
親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る

講
話
の
ほ
か
、
育
児
相
談
に
も
応
じ
る
。

申
①
の
み
直
接
ま
た
は
電
話
で
各
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
各

申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で
健
康
推
進

課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
健
康
相
談

　

保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
が
、
健
診
の

結
果
や
健
康
づ
く
り
な
ど
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
①
５
月
８
日
㈬
、
②
23
日
㈭
、
い
ず

れ
も
８
時
45
分
〜
17
時
30
分
、
１
人
60

分
程
度

申
込
期
限
①
５
月
７
日
㈫
、
②
５
月
22

日
㈬

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　

初
心
者
向
け
の
運
動
講
座
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
編

日
５
月
14
日
㈫
、
10
時
〜
11
時
30
分

場
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
）

定
先
着
40
人

申
込
期
限
５
月
13
日
㈪

・
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日
５
月
30
日
㈭
、
19
時
〜
19
時
40
分

場
光
南
小
学
校
（
東
５
南
20
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
５
月
29
日
㈬

◆
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座対
市
内
在
住
で
、
講
座
終
了
後
に
推
進

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

で
き
る
人

定
各
コ
ー
ス
先
着
15
人

申
込
期
間
５
月
７
日
㈫
〜
６
月
４
日
㈫

・
食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー
ス

日
６
月
11
日
㈫
、
13
日
㈭
、
19
日
㈬
、

27
日
㈭
、
７
月
３
日
㈬
、
９
日
㈫
、

全
６
回
、
10
時
〜
15
時
（
27
日
は
13
時

〜
15
時
）

・
健
康
づ
く
り
推
進
員
コ
ー
ス

日
６
月
11
日
㈫
、
13
日
㈭
、
24
日
㈪
、

27
日
㈭
、
７
月
３
日
㈬
、
９
日
㈫
、
全

６
回
、
10
時
〜
15
時
（
７
月
３
日
は
10

時
〜
12
時
）

◆
ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

病
気
の
早
期
発
見
と
、
メ
タ
ボ
に
な

ら
な
い
た
め
の
栄
養
学
習
と
試
食
、
手

軽
な
運
動
を
セ
ッ
ト
で
学
ぶ
教
室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
６
月
15
日
㈯
、
11
時
〜
12
時
40
分

定
先
着
20
人

申
５
月
７
日
㈫
〜
６
月
５
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
北
海
道
対
が
ん
協
会
帯
広
出
張

所
（
☎
27
・
２
３
４
５
）
へ
。

認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話

会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
５
月
23
日
㈭
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
０
０
円

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

ス
ポ
ー
ツ

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室
の
参

加
者
募
集

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

の
講
義
や
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。
雨

天
時
は
講
義
と
質
疑
応
答
の
み
。

日
６
月
４
日
㈫
、
９
時
〜
12
時

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町

南
９
線
49
）

定
先
着
50
人

申
問
４
月
26
日
㈮
〜
５
月
24
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室（
市

庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
２
１
０
）
へ
。

募
　
集

５
月
定
期
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
を
持
参
の

上
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し

込
み
方
法
、
入
居
者
資
格
、
募
集
住
宅

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
随
時
受
け
付
け
て
い
る
住

宅
も
あ
り
ま
す
。

日
５
月
８
日
㈬
〜
10
日
㈮
、
８
時
45
分

〜
17
時
30
分

場
申
問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎

65
・
４
１
９
０
）

開催日 講座名 / 場所・申し込み先 対象 / 定員

5 月 28 日
（火）

ママと赤ちゃんの歯っぴい講座
対①妊娠中
の人、②１
歳までの赤
ちゃんと保
護者
定①のみ各
先着５人

地域子育て支援センターつばさ
（西 22 南３、☎41・6800）

5 月 29 日
（水）

ママと赤ちゃんのわくわく母乳
講座

地域子育て支援センターこでまり
（西 14 北２、☎38・2690）

時間はいずれも 10 時〜 11 時 10 分

ほんわかファミリー教室　妊娠中の栄養のお話、赤ちゃんをお風呂に入れる練習、パパの妊婦体験など、出産・育児を学ぶ。　対10 月に初出産予
定の夫婦　日６月９日（日）、13 時〜 15 時 30 分　場申問６月５日（水）までに電話で子育て支援課（東８南 13、保健福祉センター内、☎25・9722）へ。

スポーツ教室についてのお知らせ

問総合体育館（〒080・0030大通北１丁目１、☎22・7828）
　 帯広の森体育館（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8912）
　 帯広の森市民プール（〒080・0856南町南7線56番地７、☎47・3630）
　 明治北海道十勝オーバル（〒080・0856南町南7線56番地７、☎49・4000）
　 帯広の森陸上競技場（〒080・0856南町南7線56番地７、☎47・1188）



■12■広報おびひろ　令和元年５月号

５月１日（水）「天皇の即位の日」、２日（木）「国民の休日」、３日（金）「憲法記念日」、６日（月）「こどもの日」の振替休日は通常通りごみを収集　各曜日の
収集地区の人は、午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたごみステーションに出してください。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

住
ま
い
の
改
修
助
成
金

第
１
回
募
集

　

消
費
税
を
除
く
10
万
円
以
上
の
改
修

工
事
を
す
る
人
に
、
５
万
円
を
交
付
。

対
助
成
金
交
付
決
定
後
に
行
う
住
宅
性

能
が
向
上
す
る
改
修
工
事

募
集
件
数
抽
選
１
５
０
件

申
問
５
月
７
日
㈫
〜
17
日
㈮
ま
で
に
、

直
接
建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
０
）
へ
。

審
議
会
委
員
の
募
集

　

各
種
審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
。

対
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
20

歳
以
上
で
、
年
１
〜
３
回
程
度
の
日
中

ま
た
は
夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

（
市
が
設
置
す
る
別
の
委
員
会
な
ど
の

委
員
は
除
く
）

任
期
各
２
年

報
酬
各
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

◆
帯
広
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

　

帯
広
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る

事
項
を
審
議
す
る
。

定
選
考
若
干
名

申
問
履
歴
書
と
応
募
理
由
書
を
、
５
月

９
日
㈭
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
〒
080
・

8670
西
５
条

南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
１
０
）
へ
。

◆
帯
広
百
年
記
念
館
運
営
審
議
会
委
員

　

博
物
館
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
審
議

す
る
。

対
十
勝
管
内
に
在
住
し
て
い
る
20
歳
以

上
で
、
年
１
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人

定
選
考
２
人

申
問
応
募
動
機
や
意
見
な
ど
を
書
い

た
８
０
０
字
以
内
の
小
論
文
と
、
文
化

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
経

験
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
、
５
月
１
日

㈷
〜
21
日
㈫
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
百
年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘

２
番
地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）
へ
。

◆
帯
広
市
環
境
審
議
会
委
員

　

環
境
保
全
や
公
害
の
防
止
な
ど
、
環

境
行
政
全
般
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

定
選
考
３
人

申
問
応
募
動
機
を
書
い
た
８
０
０
字

以
内
の
レ
ポ
ー
ト
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
動
経
験
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
、

４
月
26
日
㈮
〜
５
月
24
日
㈮
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
環
境
都
市
推
進
課

（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、

市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

◆
帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル
運
営
審
議
会

委
員

　

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
に
関
し
て
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し

答
申
す
る
。

定
選
考
２
人

申
問
応
募
動
機
を
書
い
た
８
０
０
字

以
内
の
レ
ポ
ー
ト
と
関
連
分
野
な
ど
の

活
動
経
験
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
、
５

月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
文
化
課
（
〒
080
・

8670
西
５

条
南
７
丁
目
1
番
地
、
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
０
９
）
へ
。

◆
帯
広
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
関
し
て
教

育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
答

申
す
る
。

定
選
考
２
人

申
問
応
募
動
機
を
書
い
た
８
０
０
字

以
内
の
レ
ポ
ー
ト
と
関
連
分
野
な
ど
の

活
動
経
験
を
記
載
し
た
履
歴
書
を
、
５

月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
文
化
課
（
〒
080
・

8670
西
５

条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
０
９
）
へ
。

◆
第
13
期
帯
広
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
委
員

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
や
適
正
処
理
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

定
選
考
２
人

申
問
応
募
動
機
や
意
見
な
ど
を
書
い

た
８
０
０
字
以
内
の
レ
ポ
ー
ト
と
関
連

分
野
の
活
動
経
験
を
記
載
し
た
履
歴
書

を
、
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
清
掃
事
業
課
（
〒
080
・

2464
西

24
条
北
４
丁
目
１
番
地
、
☎
37
・
２
３

１
１
）
へ
。

自
衛
官
を
募
集

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
各
申
込
期
間
に
、
自
衛
隊
帯
広

募
集
案
内
所
（
西

５
南
14
、
☎
23
・

８
７
１
８
）
へ
。

担
当
課
総
務
課

農
業
委
員
会
の
委
員
候
補
者
の

推
薦
・
募
集

　

農
業
委
員
会
委
員
の
７
月
改
選
に
伴

う
委
員
候
補
者
を
募
集
。

対
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地

法
に
基
づ
く
売
買
・
賃
借
の
許
可
や
農

地
の
調
査
な
ど
の
農
業
委
員
会
が
所
管

す
る
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
人

定
選
考
26
人

任
期
７
月
か
ら
３
年
間

報
酬
月
額
４
万
４
０
０
０
円

申
問
推
薦
書
ま
た
は
応
募
申
込
書
と

添
付
書
類
を
、
４
月
24
日
㈬
〜
５
月

24
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
農
政
課
（
〒
089
・

1182
川
西
町
基
線
61

番
地
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
☎
59
・

２
３
２
３
）
へ
。

案
　
内

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に

か
け
て
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問

す
る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
市
内
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所

問
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
１
）

夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
は
実
施
し
ま
せ
ん

　

市
が
毎
年
６
月
に
行
っ
て
き
た
夕
張

市
の
メ
ロ
ン
ま
つ
り
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
今
年
度
か
ら
実
施
し
ま
せ
ん
。

問
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４

１
６
９
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
空
港

駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す

　

10
連
休
と
な
る
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
は
駐
車
場
の
満
車
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
駐
車
で
き
な
い
場
合
、
予
約

の
便
に
搭
乗
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
空
港
連
絡
バ
ス
や
送

迎
で
の
来
港
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
駐
車

場
の
混
雑
状
況
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。

問
空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
、
☎

64
・
５
３
２
０
）

電
動
生
ご
み
処
理
機
と
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
の
購
入
を
助
成
し
ま
す

対
市
内
在
住
者

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

　令和２年４月１日採用予定の消防職員を募集。申し込みの前に、必ず
試験案内で受験資格と申込方法を確認してください。試験案内は、とか
ち広域消防局総務課と十勝管内各消防署、総合案内（市庁舎１階）で配布
するほか、とかち広域消防事務組合ホームページにも掲載。
◆試験区分　年齢などの受験資格は、試験案内で確認してください。

・大学卒、短大卒、救急救命士
◆採用人数　試験案内で確認してください。
◆試験日程　６月２日（日）に１次試験（一般教養試
験、適性試験）。２次試験以降の日程は試験案内で
確認してください。
◆試験会場　とかち広域消防局庁舎（西６南６）ほか
申問５月 13 日（月）（必着）までに、試験案内の採用試験申込書と郵便
はがきを同封の上、直接または郵送でとかち広域消防局総務課人事給
与係（〒 080・0016  西６条南６丁目３番地１、消防局庁舎３階、☎26・
9121）へ。

とかち広域消防事務組合
消防職員の募集

令和２年度採用
前期
日程

令和元年度 新エネルギー導入促進補助金
・太陽光発電システム導入資金貸付

　太陽光発電システム（同時設置の定置型蓄電池含む）、木質ペレットストーブ、エ
コキュート、エコジョーズ（同時設置のガスエンジンコージェネレーションシステム
含む）導入時の費用補助と、太陽光発電システム導入時の無利子貸し付け。
　補助対象機器の設備要件などの詳細は、市ホームページに掲載の要綱・ガイドに
て確認するか、問い合わせください。
申問貸し付けは12月27日（金）、補助金は令和２年１月31日（金）
までに、環境都市推進課（市庁舎８階、☎65・4135）へ。申し込
みの状況で受け付けを終了する場合あり。

補助対象設備 募集件数 補助上限 補助率

太陽光発電システム
定置型蓄電池なし 100件 5万円

対象経費の1/10
定置型蓄電池あり 50件 15万円

木質ペレットストーブ 5件 10万円 対象経費の1/2
エコキュート

計240件 3万円
対象経費の1/10

エコジョーズ
ガスコージェネなし
ガスコージェネあり 10件 11万円

貸付対象設備 貸付上限 募集件数 利子 保証料
太陽光発電システム 170万円 10件 無利子 自己負担
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改元に伴う文書などの取り扱いについて

５月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、５月１日（祝）、15 日（水）、29 日（水）です。燃やすごみが火・金
曜日収集地区は、５月８日（水）、22 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

・
電
動
生
ご
み
処
理
機
（
先
着
20
台
）

助
成
額
購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
２
分

の
１
以
内
、
限
度
額
２
万
円
、
過
去
に

助
成
を
受
け
て
い
な
い
世
帯
で
１
世
帯

１
台
ま
で

申
４
月
26
日
㈮
以
降
、
購
入
前
に
電
話

ま
た
は
直
接
清
掃
事
業
課
へ
。

・
生
ご
み
堆
肥
化
容
器（
先
着
１
０
０
個
）

助
成
額
購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
２
分

の
１
以
内
、
限
度
額
２
０
０
０
円
、
１

世
帯
２
個
ま
で

申
４
月
26
日
㈮
以
降
、
購
入
前
に
電
話

ま
た
は
直
接
清
掃
事
業
課
か
、
直
接
環

境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
）、
川

西
・
大
正
支
所
へ
。

緑
の
募
金
の
配
分
申
請
受
け
付
け

　

市
内
の
企
業
な
ど
の
協
力
で
集
ま
る

緑
の
募
金
を
、
市
内
で
緑
化
活
動
に
取

り
組
む
団
体
へ
配
分
し
ま
す
。

対
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
活
動
を
行
う

団
体
。
①
公
共
用
地
へ
の
植
樹
・
花
壇

の
整
備
、
②
森
林
や
公
園
、
緑
地
の
整

備
、
植
栽
樹
木
の
保
全
と
維
持
管
理
、

③
そ
の
他
、
緑
化
の
普
及
や
啓
発
な
ど

申
問
５
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮
ま
で
に
、

申
請
書
を
直
接
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎

６
階
、
☎
65
・
４
１
８
６
）
へ
。
申
請

書
は
同
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
印
刷
可
能
。

図
書
館
か
ら

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

◆
蔵
書
点
検
の
た
め
、
５
月
24
日
㈮
〜

30
日
㈭
ま
で
休
館
し
ま
す

　

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
図
書
館
南

側
の
道
路
沿
い
と
西
側
玄
関
右
手
の
返

却
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｃ

Ｄ
な
ど
は
破
損
防
止
の
た
め
、
５
月
31

日
㈮
以
降
に
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。
移
動
図
書
館
バ
ス
は

通
常
通
り
運
行
し
ま
す
。

◆
蔵
書
点
検
期
間
前
に
貸
出
期
間
と
貸

出
数
を
拡
大
し
ま
す

　

５
月
10
日
㈮
〜
23
日
㈭
の
期
間
限
定

で
、
本
は
15
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
５

点
ま
で
、
貸
し
出
し
期
間
を
３
週
間

（
通
常
、
本
は
10
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
３
点
ま
で
を
２
週
間
）
に
拡
大
。

川西・大正地区の狂犬病予防集合注射
　飼い犬に予防注射を受けさせることは飼い主の責務です。
　悪天候により、集合注射を中止にすることがあります。
￥3110 円（注射 2560 円、済票 550 円）、犬の登録をしていない人は別途登録料 3000 円
問環境都市推進課（市庁舎８階、☎65・4136）

５月 14日（火）
時　間 会　　場 地区名

  9：30～  9：45 太平農業センター 新 太 平
10：10～10：30 八千代牧場 西八千代
10：40～10：50 加藤浩二様宅 拓 成
11：10～11：45 JA 帯広かわにし戸蔦店 戸 蔦
13：15～13：30 上清川会館 上 清 川
13：45～14：10 JA 帯広かわにし清川支店 清 川
14：20～14：50 東美栄会館 東 美 栄

５月 16日（木）
時　間 会　　場 地区名

  9：30～10：00 勝久寺 下 川 西
10：20～10：50 十勝 NOSAI 中 川 西
11：10～11：40 JA 帯広かわにし本店 新 川 西
13：15～13：45 別府ふれあい館 別 府
14：00～14：30 JA 帯広大正愛国店跡地 愛 国
14：40～15：00 幸一会館 幸 一

５月 15日（水）
時　間 会　　場 地区名

  9：30～10：00 JA 帯広かわにし広野支店 広 野
10：10～10：20 北広野会館 北 広 野
10：40～11：00 上帯広郵便局 上 帯 広
11：05～11：20 JA 帯広かわにし上帯広店 上 帯 広
11：30～11：40 南基松会館 基 松
13：15～13：45 豊西会館 本 豊 西
14：00～14：30 富士農業センター 富 士

５月 17日（金）
時　間 会　　場 地区名

  9：30～10：00 幸福農業センター 幸 福
10：45～10：55 大和公会堂 泉町大和
11：20～11：45 JA 帯広大正以平支所跡地 以 平
13：15～14：00 帯広市役所大正支所 大正本町
14：15～14：30 中戸蔦会館 中 戸 蔦

問健康推進課（東８南 13、保健福祉センター内、☎25・9720）

診療日 診療時間 病院名 診療科 問い合わせ

４月 27 日（土） 19 時〜 21 時 夜間の当番医 内科・
小児科

※１
21 時〜翌朝８時 休日夜間急病センター ※２

４月 28 日（日）
〜５月６日（振）

９時〜 17 時 休日の当番医 外科系 ※１
９時〜 17 時※３ 休日夜間急病センター

内科・
小児科

※２
19 時〜 21 時 夜間の当番医 ※１

21 時〜翌朝８時 休日夜間急病センター ※２
※1��当番医は、医師会ホームページまたは病院案内サービスに問い合わせください。

◯：終日診療　×：休診　午前：午前のみ診療

４月 30 日 ５月１日 ５月２日 医療機関 問い合わせ
× × ○ いしかわ耳鼻咽喉科クリニック ☎24・1717

午前 × 午前 いちやなぎ内科消化器科 ☎66・6767
× ○ 午前 いなば内科呼吸器科 ☎23・1635
○ ○ 午前 おおた内科循環器クリニック ☎66・7152

午前 ○ 午前 さかい総合内科クリニック ☎23・1515
× ○ 午前 新緑通りはやし内科 ☎33・0077
× × 午前 大正クリニック ☎63・3001
○ × ○ 内科・循環器ハートサウンズもりクリニック ☎58・5077
× × ○ 山川内科医院 ☎24・3181
○ ○ × みなみ町こどもクリニック ☎49・3300
○ ○ ○ あおぞらクリニック ☎36・7777
× 〇 × いのちの木クリニック ☎49・3622
○ ○ ○ 北斗クリニック ☎47・8000
○ × ○ 帯広記念病院 ☎59・2200
○ ○ ○ 帯広協会病院 ☎22・6600
○ 午前 ○ おびひろ呼吸器科内科病院 ☎22・3101
○ × ○ 開西病院 ☎38・7200
× ○ ○ 協立病院 ☎35・3355
○ ○ ○ 黒澤病院 ☎24・2200
○ ○ 午前 十勝勤医協帯広病院 ☎21・4111
○ ○ ○ 北斗病院 ☎48・8000

帯広市医師会ホームページ　�HPhttp://www.obihiro-med.or.jp/
※２��休日夜間急病センター（柏林台西町２、☎38・3700）
※３���４月 30 日（国民の休日）〜５月２日（国民の休日）は休診します。通常診療を行って

いる以下の医療機関を利用してください。詳細は医療機関に問い合わせください。

病院案内サービス 電話番号 携帯電話から 受付日時
帯広市急病

テレホンセンター ☎26・1099 同左 平日・日曜日・祝日：16 時〜22 時、土曜日：12 時
〜21 時、その他の時間帯は音声案内。年中無休

北海道救急医療
情報案内センター

0120・
20・8699

☎011・
221・8699

24 時間・年中無休
医療機関案内サービスのみ対応。

４月２７日（土）〜５月６日（振）の
救急医療機関・救急当番医のお知らせ

問総務課（市庁舎５階、☎65・4101）
　2019年５月１日（改元日）から元号が「令和」に改められます。改元日前の４月
30日までに市で作成・発出する文書中の年表示は、改元日以降の日付でも「平成」
を用いています。旧元号「平成」の表示であっても、その文書の法律上の効果が変わ
ることはありませんので、新元号「令和」の対応する日付に読み替えていただくよう
お願いします。

　また、市では2019年４月１日から2020年３月31日までの年度の名称について、改
元日以降は、電算システムの都合などにより、「令和元年度」と「平成31年度」の両
方を用いることとします。

※ 改元日以降に市に提出される申請などは、年の表示が「平成」とされていても、有
効なものとして受け付けます。

※ 本紙は５月１日を発行日としているため、広告を除き元号は「令和」と表示しています。

平成 31 年（2019 年）6 月 1 日→令和元年 6 月 1 日
平成 32 年（2020 年）1 月 1 日→令和２年 1 月 1 日

読み替え例

2019年 2020年　 2021年　
月 1 2 3 4 5 6 〜 11 12 1 2 3 4 〜 12 1 2 3
年 平成31年 令和元年 令和２年 令和３年
年
度平成30年度 令和元年度

または平成31年度 令和２年度
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帯
広
弓
道
教
室

　

弓
道
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
必

要
な
道
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。
動
き
や

す
い
格
好
で
参
加
く
だ
さ
い
。

対
中
学
生
以
上

日
▽
昼
の
部
５
月
９
日
～
７
月
22
日
の

月
・
木
曜
日
、
全
20
回
、
10
時
～
12
時

▽
夜
の
部
５
月
10
日
～
６
月
14
日
の

月
・
水
・
金
曜
日
、
全
15
回
、
19
時
～

21
時

場
帯
広
の
森
弓
道
場（
南
町
南
７
線
56
）

￥
各
５
０
０
０
円

問
帯
広
弓
道
協
会（
☎
47
・
７
７
２
１
）、

ま
た
は
帯
広
の
森
弓
道
場
（
☎
47
・

５
９
９
９
）

「
消
費
生
活
移
動
パ
ネ
ル
展
」
と

「
街
頭
啓
発
」
を
実
施
し
ま
す

問
帯
広
消
費
者
協
会
（
☎
22
・
７
１
６

１
）

◆
消
費
生
活
移
動
パ
ネ
ル
展

　

啓
発
パ
ネ
ル
展
や
消
費
者
川
柳
入
賞

作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
５
月
14
日
㈫
～
19
日
㈰
（
14
日
11
時

か
ら
展
示
）

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

◆
街
頭
啓
発

　

被
害
防
止
用
チ
ラ
シ
と
啓
発
用
品
を

配
布
し
ま
す
。

日
５
月
30
日
㈭
、
12
時
～

場
①
藤
丸
ふ
れ
あ
い
広
場
（
西
２
南

８
）、
②
長
崎
屋
東
側
交
差
点
周
辺
（
西

４
南
12
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

相
続
、
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
５
月
21
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
５
月
16
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

釧
路
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０

０
・
８
０
０
・
３
９
４
６
）
へ
。

帯
広
図
書
館
友
の
会
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
説
明
会
」
の
ご
案
内

　

読
み
聞
か
せ
や
施
設
見
学
の
フ
ロ
ア

案
内
な
ど
、
自
分
の
得
意
分
野
を
生
か

せ
る
「
帯
広
図
書
館
友
の
会
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
５
月
19
日
㈰
、
10
時
30
分
～
12
時

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

問
帯
広
図
書
館
友
の
会
（
☎
22
・
４
７

０
０
）

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児
希
望

者
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
無
料
法
律
相
談
会

日
５
月
17
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
４
人

申
込
期
限
５
月
10
日
㈮

◆
就
業
支
援
講
習
会
「
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
」

日
①
５
月
24
日
㈮
、
②
31
日
㈮
、
③
６

月
７
日
㈮
、
④
15
日
㈯
、
10
時
～
12
時

場
プ
ラ
ザ
六
中
（
東
11
南
９
）

定
各
先
着
５
人

申
込
期
限
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

第
49
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　
「
日
本
と
日
本
人 

そ
の
２
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
５
月
19
日
㈰
、
15
時
～
16
時　

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井（
☎
42
・
５
１
９
５
）

２
歳
か
ら
３
歳
に
な
る
子
と

保
護
者
の「
お
ひ
さ
ま
グ
ル
ー
プ
」

　

自
立
心
が
芽
生
え
、
周
り
に
関
心
を

持
ち
始
め
る
時
期
に
、
親
子
で
共
に
育

ち
合
う
月
１
回
の
集
ま
り
で
す
。

対
平
成
28
年
４
月
２
日
～
平
成
29
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
と
保
護
者

日
５
月
22
日
㈬
、
10
時
～
12
時
、
以
降

毎
月
第
３
水
曜
日

定
先
着
10
組

￥
１
回
５
０
０
円

場
申
問
電
話
で
帯
広
友
の
会
（
西
17
南

３
、
☎
36
・
０
７
０
１
）
へ
。

医
療
講
演

「
筋
無
力
症
の
最
新
治
療
」

　

網
野
格
氏
（
北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー

神
経
内
科
医
師
）
が
、
筋
無
力
症
に
関

し
て
講
演
し
ま
す
。

日
５
月
26
日
㈰
、
９
時
30
分
～
11
時
30

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
難
病
連
十
勝
支
部
（
☎
23
・

６
６
０
２
）

第
41
回
地
域
住
民
公
開
講
座

「
多
発
性
骨
髄
腫
」

　

若
狭
健
太
郎
氏
（
帯
広
厚
生
病
院
血

液
内
科
医
長
）
を
講
師
に
、
公
開
講
座

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

（表紙画像使用許諾済）

　旭川市にある「上野ファーム」の四季を、美しい写真で紹介してい
る 1 冊です。庭園を楽しむための見どころのほか、ガーデナーには
うれしい上野砂由紀さんによるガーデニングの技術や工夫について
も写真で解説されています。どのページも植物の豊かな色彩にあふ
れ、何度でも読み返したくなるすてきな内容です。ファームに遊び
に行く際にもぜひ、参考にしてください。

　北海道もようやく暖かくなりました。今月
は、この季節にぴったりな「園芸」のジャンル
から、ガーデニングに関する本を紹介します。

図書館のオススメ

図書館
（西２南 14、☎ 22・4700）

問い合わせ

を
行
い
ま
す
。

日
５
月
27
日
㈪
、
14
時
～
15
時　

場
問
帯
広
厚
生
病
院
が
ん
相
談
支
援

科
（
西
14
南
10
、
☎
65
・
０
１
０
１
）

第
１
回
道
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

詳
細
は
、
５
月
10
日
㈮
か
ら
配
布
さ

れ
る
募
集
案
内
を
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
５
月
24
日
㈮
～
27
日
㈪

抽
選
場
所
十
勝
合
同
庁
舎（
東
３
南
３
）

申
問
エ
ー
ワ
ン
ホ
ー
ム
（
西
８
南
13
、

☎
22
・
２
０
１
３
）
へ
。

軽
二
輪
届
け
出
手
続
き
の

変
更
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
㈪
か
ら
、
軽
二
輪
の
届
出

窓
口
と
届
出
書
の
様
式
が
変
更
に
な
り
、

様
式
は
無
償
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

変
更
前
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
帯

広
事
務
所
（
西
19
北
１
‐
８
‐
３
）

変
更
後
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
７月号掲載の受付締め切りは
５月21日（火）です。
　　　　　　広報広聴課
（市庁舎３階、☎65・4109）

問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

ふるさと

見聞録

　
「
五
月
蝿
い
」
と
書
い
て
「
う

る
さ
い
」
と
読
む
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。「
５
月
の
ハ
エ

は
特
に
う
る
さ
く
感
じ
る
」
こ

と
か
ら
、
こ
の
漢
字
が
当
て
ら

れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
エ
と
い
え
ば
ブ
ン
ブ
ン
と

羽
音
を
鳴
ら
し
て
飛
び
、
気
に

触
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
病
原
菌
を
媒
介
す
る
厄

介
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

好
ま
れ
る
存
在
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

カ
や
ア
ブ
な
ど
も
ハ
エ
の
仲

間
で
す
が
、
一
般
的
に
「
ハ
エ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
、
ク
ロ

バ
エ
科
、
ニ
ク
バ
エ
科
、
イ
エ

バ
エ
科
と
い
っ
た
種
類
で
す
。

こ
れ
ら
の
幼
虫
（
う
じ
）
の
多

く
は
、
腐
肉
、
腐
敗
物
な
ど
を

食
べ
て
育
つ
た
め
、
不
潔
な
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の
中

で
は
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
野
外
で
動
物

が
死
ぬ
と
、
す
ぐ
に
ハ
エ
が

や
っ
て
き
て
、
卵
を
産
み
付
け

ま
す
。
ニ
ク
バ
エ
科
の
中
に
は
、

直
接
幼
虫
を
産
み
付
け
る
種
類

も
い
ま
す
。
う
じ
は
死
体
を
食

べ
、
み
る
み
る
分
解
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
作
業
に
は
他
の
昆

虫
も
関
わ
り
ま
す
が
、
分
解
す

る
ス
ピ
ー
ド
は
う
じ
が
ダ
ン
ト

ツ
で
す
。
ハ
エ
が
い
な
け
れ
ば
、

動
物
の
死
体
だ
ら
け
に
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
五

月
蝿
い
」
け
れ
ど
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
昆
虫
の
一
つ
で
す
。

写真・文／
百年記念館　伊藤　彩子

５月のハエ

『上野砂由紀さんの
              あこがれガーデンスタイル
 上野ファームに学ぶ
 　　　　　　アイデア BOOK』
出 版 社…エフジー武蔵



■15■ 広報おびひろ　令和元年５月号

（
西
19
北
１
‐
８
‐
４
）

問
帯
広
運
輸
支
局
（
☎
０
５
０
・
５
５

４
０
・
２
０
０
６
の
後
、
０
３
７
）

調
理
師
試
験

　

帯
広
保
健
所
で
配
布
し
て
い
る
受
験

願
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
験
資
格
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
８
月
21
日
㈬
、
13
時
30
分
～

16
時

場
帯
広
市
内（
詳
細
は
受
験
票
に
記
載
）

￥
６
９
０
０
円
（
北
海
道
収
入
証
紙
）

申
問
５
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮
ま
で
に
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
帯
広
保
健
所
企
画

総
務
課
企
画
係
（
〒
080
･

8588
東
３
条
南

３
丁
目
１
番
地
、
☎
27
・
８
６
３
８
）
へ
。

６
月
期
い
き
い
き
交
流
会

　

市
内
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
昼
食
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。

い
ず
れ
か
１
回
の
み
参
加
可
能
。
当
日

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
時
間

は
、
い
ず
れ
も
10
時
～
13
時
ご
ろ
。

問
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
公
園
東

町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、
☎
21
・

２
４
１
４
）

海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

　

海
外
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
体
験

し
ま
す
。　

対
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

日
７
月
26
日
㈮
～
８
月
20
日
㈫
の
う
ち

の
８
～
18
日
間　

定
各
コ
ー
ス
先
着
10
～
25
人　

￥
39
万
8
0
0
0
円
～
68
万
8
0
0
0

円　申
問
電
話
で
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
03
・
６
４
１
７
・
８
７
２
１
）
へ
。

申
込
期
限
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
際
は
予
約
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

帯
広
年
金
事
務
所
で
年
金
相
談
・
手

続
き
を
す
る
際
は
、
相
談
希
望
日
を
事

前
に
予
約
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で

き
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
予
約
受
付
専
用
電
話

（
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
８
９
０
）、
ま

た
は
帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、

☎
65
・
５
０
０
１
、
音
声
案
内
１
→
２
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈮
で
す

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
登
録

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
住
所
の

変
更
や
自
動
車
を
売
買
・
廃
車
に
し
た

と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

問
十
勝
総
合
振
興
局
納
税
課
（
☎
27
・

８
５
３
３
）

十
勝
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー

診
療
時
間
の
変
更

　

十
勝
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
の
診
療
時

間
が
、
日
曜
日
・
祝
日
は
９
時
～
13
時
、

年
末
年
始
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、

９
時
～
16
時
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問
十
勝
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
（
東
７
南

９
、
☎
25
・
２
１
７
２
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ
正解は①ジュースのペットボトル！①はキャップやラベルをはずしてペットボトルに、②③④はプラマークの資
源ごみ（プラスチック製容器包装）に、汚れが取れないものは燃やさないごみに分別するでござる！

わけすけからのごみに
関する挑戦状  答え

中
なか み
身が空

から
になった４種

しゅるい
類のボトル。全

ぜん ぶ
部資

しげ ん
源ごみだけど、

４つのうち１つだけ、別
べつ
の袋
ふくろ
に分

ぶんべつ
別して出

だ
さなきゃいけ

ないものがあるから、当
あ
てるでござる！

（答
こた
えは下

した
を見

み
るでござる）

今
こんかい

回は、同
おな

じようで同
おな

じじゃない

ボトル類
るい

の分
ぶんべつ

別についての問
もんだい

題だよ！

　「なつぞら」に出演の高畑淳子さんらが制作裏話などをお話しする、
市とＮＨＫ帯広放送局などが主催のセミナーを開催します。

日６月２日（日）、開場 14 時、開演 14 時 30 分、終演予定 16 時
場市民文化ホール小ホール（西５南 11）
申問５月９日（木）までに、往復はがきの【往信用裏面】に郵便番号、
住所、氏名、電話番号、【返信用表面】に郵便番号、住所、氏名を書いて、
ＮＨＫ帯広放送局「ＮＨＫ公開セミナー」係（〒 080・0015 西５条南
７丁目２-２、☎23・3111）へ。当選した人には入場整理券（１枚で
２人入場可）を、落選した人にはその旨のご案内を５月 20 日（月）
頃に発送予定。

ＮＨＫ公開セミナー
連続テレビ小説「なつぞら」

リサイクル忍者  わけすけ
ごみの分別や減量をPRしている

忍者学校の小学４年生

分かる
かな？

問い合わせ 清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

①ジュースのペットボトル　②サラダ油
あぶら

のボトル
③食

しょっきよう

器用洗
せんざい

剤のボトル　　　④柔
じゅうなんざい

軟剤のボトル

開催日 場　所
６月３日（月）南コミセン（西10南34）

４日（火）大空会館（大空町12）
６日（木）生活館（柏林台東町２）
12日（水）森の里コミセン（西22南４）
13日（木）西帯広コミセン（西23南２）
17日（月）自由が丘福祉センター（自由が丘３）
18日（火）川西農業者研修センター（川西町西２）
19日（水）啓北コミセン（西13北2）
24日（月）鉄南コミセン（西２南24）
26日（水）北福祉センター（西４北２）
28日（金）グリーンプラザ（公園東町3）

７月１日（月）緑西コミセン（西17南４）
３日（水）東コミセン（東７南９）

　バッテリーの容量により異なりますが、２～３回の
フル充電が可能です。
　モバイルバッテリーを用意することは、手軽に取り
組める「蓄電」と言えます。

●モバイルバッテリー

　照明や通信機器など必要最低限のライフラ
インの電力を賄えます。
　ガソリンやガスなどのタイプがあります。

●非常用発電機

　非常時は、車に装備されているコンセント
から電気を供給することができます。
　また、一般の自動車からも少量ですが電気
を供給することができるので、車載用充電コー
ドなど電力供給用の物品を普段から準備しま
しょう。

●電気自動車・プラグインハイブリッド車など

平成30年北海道胆振東部地震では、
大規模停電により私たちの生活は
大きな影響を受けました。
災害に備えるため、各家庭で取り組
むことのできる電源の確保について
紹介します。

非常用の電源を確保しましょう
総務課（市庁舎５階、☎ 65・4103）問い合わせ

安心安全 メ モ！

わけすけからの

ごみに関
かん

する挑
ちょうせんじょう

戦状

高畑　淳子さん
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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

オビヒロオビヒロカメラレポカメラレポOBIHIRO
CAMERA
REPORT

　市内を拠点に活
躍する姉妹デュオ

「D
ド ッ ピ ー

oppyQ
ク イ ー ン

ueen」
が、児童会館のプ
ラネタリウムで「星
空 のコン サート」
を開催しました。
　会場は来場者で満席となり、スクリーンに映し出され
た星空や幻想的な映像を観賞している間、優しい歌声と
美しいピアノの音色を楽しみました。
　観賞した女性は「時間があっという間に過ぎた。映像
と歌声の雰囲気が合っていて癒された」と話していました。

（３月21日、児童会館）

星空のコンサート

タベルナ・ラ・オビヒロ
「タベルナ」とは欧州で食堂や居酒屋などを表す言葉です。帯広にちなんだ料理をご紹介！

今回のテーマは
国際料理

　過去に紹介したレシピ
は、ホームページで確認
できます。
　レシピを実際に調理す
る動画も公開しているの
でチェックしてみてね！

●卵………………………………………1 個
●豚ひき肉…………………………… 30 ｇ
●小口切りにした万能ネギ…1 本分（お好み）
●ナムプラーまたは薄口醤

しょうゆ

油…小さじ 1/2
●オイスターソース……………大さじ 1/2
●小麦粉……………………………小さじ 1
　　　　　（大さじ 1 の水で溶かしておく）

●サラダ油……適量（揚げ焼きできる程度）
●パクチー（香菜）の葉…………適量（飾り）
●ケチャップまたはチリソース…お好み

  材  料　〈１人分〉

１． ボウルに A の材料を入れ、よくかき
混ぜる。

２． フライパンに油をたっぷり入れて強
火で熱し、1 で混ぜたものを一気に
入れる。

３． 油の中で卵の端がヒラヒラと揺れて
きたらひっくり返す。 

４． 両面に揚げ色がついたら、軽くキッ
チンペーパーで油を切り、皿に盛り
付け、パクチーを添えて完成。

● お好みで、ケチャップやホットチリソース
をつけると、本場の味にグッと近づきます。 

  調理手順

森の交流館・十勝に勤務し
ている国際交流員の、母国
の料理を紹介します。
森の交流館・十勝では、交
流員が母国の味を紹介する
料理教室を不定期で開催し
ています。ホームページや
SNSでチェックしてみてく
ださい。

タベルナ・ラ・オビヒロ 検 索

ボンコット
国際交流員
（タイ出身）

ご飯によく合います！

カイチャオ・ムーサップ

A

　

市
で
は
毎
年
、
青
少
年
が
異
な
る
文

化
や
歴
史
に
触
れ
、
成
長
す
る
機
会
と

し
て
、
姉
妹
・
友
好
都
市
と
の
相
互
派

遣
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。（
表
）

子
ど
も
親
善
訪
問
団（
小
学
４
～
６
年
生
）

　

徳
島
市
、
大
分
市
、
松
崎
町
と
、
相

互
に
小
学
生
を
派
遣
し
ま
す
。
帯
広
市

と
は
異
な
る
自
然
・
文
化
体
験
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
の
交
流
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
自
主
性
を
育
み
ま
す
。

申
し
込
み
各
小
学
校
で
配
布
さ
れ
る
申

込
書
を
、
５
月
15
日
㈬
ま
で
に
各
校
へ
。

高
校
生
相
互
派
遣

　

ス
ワ
ー
ド
市
・
朝
陽
市
と
、
相
互
に

親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
３
）

姉
妹
都
市
青
少
年
派
遣

参
加
者
募
集
！

問
い
合
わ
せ

高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。
現
地
で
の
学

校
見
学
や
自
然
体
験
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
じ
て
、
互
い
の
生
活
や
風
土
、
文

化
の
違
い
を
体
感
し
な
が
ら
、
国
際
理

解
を
深
め
、
視
野
を
広
げ
ま
す
。

申
し
込
み
各
高
校
で
配
布
さ
れ
る
申
込

書
を
、
５
月
９
日
㈭
12
時
ま
で
に
各
校

へ
。

中国・朝陽市
（国際友好都市）

帯広市

米国・スワード市
（国際姉妹都市）

静岡県松崎町
（開拓姉妹都市）

徳島県徳島市
（産業文化姉妹都市）

大分県大分市
（観光文化姉妹都市）

今回募集している
姉妹都市・友好都市

区分 派遣先 対　象 派遣日程 定員 費用

子
ど
も
親
善
訪
問
団

徳
島
市

・ 市内在住の小学 4 ～
6 年生

・ 12 月 26 日 ～ 29 日
にそれぞれの都市か
ら来帯する小学生と
の交流プログラムに
参加可能で、小学生
を 2 泊受け入れ可能
な家庭

７月27日㈯
～ 30日㈫

抽選
６人
程度

５万
1000円

程度

大
分
市

８月３日㈯
～６日㈫

抽選
６人
程度

５万
3000円

程度

松
崎
町

・ 市内在住の小学 5・
6 年生

・ 7 月 31 日 ～ 8 月 2
日に松崎町から来帯
する小学生との交流
プログラムに参加可
能な家庭

８月６日㈫
～８日㈭

抽選
10人
程度

３万
8000円

程度

高
校
生
相
互
派
遣

ス
ワ
ー
ド
市

・ 十勝管内の高校に在
籍する生徒

・ 市内在住かつ保護者
と同居し、8 月中旬
の数日間、スワード
市、朝陽市から来帯
する高校生を受け入
れ可能な家庭

７月26日㈮
～８月８日㈭

各選考
４人

20万円
～

35万円
程度

朝
陽
市

７月27日㈯
～８月５日㈪

10万円
～

20万円
程度

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報

表　各相互派遣の募集内容

　帯広市と十勝毎
日新聞社が主催す
る 第 45 回 全 十 勝
小中学生将棋大会
が開催されました。
　現在は、プロ女
流棋士として活躍
する渡部愛

まな

さんも
過去にこの大会に参加していました。大会当日は小・中
学生 70 人が参加し、真剣な面持ちで対局に挑み、互いの
腕を競い合いました。子どもたちは大会を通じて、勝負
の厳しさ、将棋の面白さを改めて感じたのではないでし
ょうか。（３月 24 日、児童会館）

第45回全十勝小中学生
将棋大会




